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第一章 緒 言

米 國署Williams及 ピPusey雨 氏 ガ1902年

(明治35年)淋 巴 腺 結 核 ノ 「レ」線 放 射療 法 テ公

表 セ シ以 來 、 之 レガ治療 赦 果 二關 ス ル報 告 ハ東

西 ラ通 ジ枚 暴 二逞 ナ シ。

佐 藤(進)、 鶴 田 雨氏 ノ 明治36年 日本 外 科 學 會

二於 ケル頸 腺 結 核 ノ宿 題 報 告 ハ 我 邦頸 腺 結 核 統

計 ノ最 初 ノモ ノニ シテ、 當 時 ハ観 血 的施 術 ナ リ

キ。 三輪 ハ明治42年 、77例 二就 キ テ詳 細 ナ ル

調査 テ爲 セ シモ專 ラ外 科 的虜 置 ラ トレ リ。

本邦 二於 テ「レ」線 放 射治 療 ラ最 初 二登 表 シタ ル

ハ 明治44年9月 土 肥(章 司)ノ4例 ナ ル モ
、 氏

ハ更 二翌年8月11例 テ 追 加 シテ 詳 細 ナル治 療

経 過 拉 二治 癒 機 轄 テ 述 べ、 前 後 合 計15例 ノ内

7例(46・7%)ハ 腺 腫 ノ縮 小殊 二顯 著 ニ シテ全 治

ノ域 二達 シ、6例 ノ輕 快、2例 ノ不 髪 テ示 セ リ。

肥 田 ハ 明治45年4月 日本 外 科 學 會 二於 テ24例

テ報 告 シ、 内、大 牛 ハ治 療 績 行 中 ナル モ確 カ ニ

治 癒 ト見 ル ベ キ モ ノ6例(25・0%)、 ソ ノ他 二於

テモ数 験 明 ラカ ナ ル ハ雫 フ可 ラズ ト シ、 更 二大

正3年 同氏 ハ101例 ノ内6例(62.4%)ノ 治 癒 、

輕 快33例 、 赦 果 不 明5例 ノ好 成績 ラ・基 ゲ タ リ。

雨 氏 ハ 「レ」線 放 射 テ主 トシ、 傍 ラ爾 、 外 科 的 手

術 テ施 シ タ リn丸 山 ハ 大正2年32例 ノ内、14

例(43.8%)ノ 治 癒 テ、 藤 浪 、山 田 ハ大 正3年61

例 ノ 「レ」線 放 射 ニ テ、 内、28例(45・9%)ノ 治

癒 卒 テ得 、 服 部 ・・大 正3年208例 二就 キ テ、 臨

休 上 ヨ リ種 々統 計 的 観 察 テ下 シ、 内、34例 ニハ

摘 出術 テ、37例 ニ ハ 「レー線 放 射 ラ圭 ト シタル雨

成績 テ比 較 シテ 「レ」線 放 射 ノ外 科 手 術 二勝 レル

テ設 ケ リ。

斯 クテ大 正 初 年 ヨ リ「レ」線療 法 ハ漸 ク勃 頭 シ、

外 科 手 術 二代 ラ ン トスル傾 向 ア リテ、 次 第 二專

ラ「レ」線 放射 治 療 テ行 フ コ ト ・ナ リ、 又 、 技 術

ノ進 歩 ト共 二盆 丸好 成 績 テ牧 メ、 河 内山 、 飯 森

中村 、佐 藤(銀 一)、川瀬 、池 田 、 三 矢、林(信 雄)、

荘、 金 澤 、 林(昌 隆)、 臼井 ・李 野 、 何 レモ約60

乃 至80%ノ 治 敷 李 テ示 セ リ。

更 二.頸 腺 結 核 ト他 ノ内部 的疾 患 トノ交 渉 テ論

ズ ル モ ノア リテ、 鳥 居、 富 田、 山 崎 ハ該 患者 ノ

胸 廓 内 「レ」的所 見 ト顕 腺 結 核 トノ因果 關 係 テ探

究 シ、 一 國 民 疾 患 トセ ラル ・頸 腺 結 核 ノ治 療 上

二有 益 ナ ル思 索 ラ齎 シタ リ
。

凡 ソ、 諸 疾 患 ノ研 究 二當 リテ統 計 的 事 實 ノ閑却

シ得 ザ ル ハ言 フ迄 モ ナ ク、 本 疾 患 二關 ス ル統 計

観 察 モ砂 トセザ ル ガ、 多 クハ断 片 的 ナ ル モ ノニ

シテ、 而 モ、 ソ ノ成績 必 ズ シモー檬 ナ ラズ
。 依

テ、 余 ハ嚢 二大 正13年1月 以 降 昭 和8年12月

二至 ル満10ケ 年 間 二亙 リ當 教 室 一 テ 治 療 セ ル
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頸腺結核患者3449例 テ種々 ノ方面 ヨリ精細 ∴

観察 シ、統計的考察 ラ重ネ、内、縄過明確 ナル

第二章
、

一
、 性 別 二就 テ

頸 腺 結 核 ハ.他 ノ結 核 ノ如 ク、 男 女何 レニ モ製

來 ス ル モ ノニ シテ、 余 ノ調 査 シタ ル 當 該 患者

3449例 ノ内、 男 子1426例41.3%、 女 子2023
し

例58.7%ト ナ レ リ。

内務 省 全 結 核 死 亡統 計 ノ男女 別 ラ参 酌 スル ー、

昭和2年 乃 至 昭 和7年 ノ6ケ 年 間 ニ テ男 子49・5

%、 女 子50・5%ト ナ リ男 女 略1大 差 ナ キ テ示

セ リ。

本 邦 二於 ケル諸 家 ノ頸 腺結 核 患 者統 計報 告 テ通

覧 スル ニ(第1表 参 照)、三輪 、飯 森 ノニ 氏 テ除 ク

他 ノ13名 一 ハ悉 ク女 子 二 多 シ トセ リ。 而 シテ、

第1表

1804例 二就 テハ 「レ」線 治療 成績 テ調査 シテ、本

疾 患 ノ治 療 方針 二資 料 ラ提 出 セ ン トス。

頸腺結棲患者 ノ性及ビ年齢

文 獣 報 告例 ラ 聚 集 ヘル ニ 糖 数2901例 トナ リb

内、 男子1254例43.2%、 女子1647例56.8%

ニ シテ、 女 子 ハ 男子 ヨ リ419例13・6%ノ 多 キ

テ示 シ、 余 ノ成 績 ト略 丸同様 ナ リ。 男 女李 ガ内

務 省 全 結 核 死 亡 統 計 二比 シテ異 ナ レル ハ後 述 ノ

如 キ事情 が 女子 テ シテ賂 治 ヲ乞 ハ シムル機 會 多

キ ラ與 ヘ タ ル結 果、 「レ」放 射 患 者 二女 子 ノ多 キ

所 以 トナ レル ニ非 ラズ ヤ、 但 シ、 三輪 、 ・飯森 ニ

ハ男 子 ガ 多 シ ト謂 ヘ ル ハ統 計 材料 少 キ ト當 時 專

ラ手 術 テ施 シ タル ノ ミナ レバ、患 者 ノ受 療 二相

常 ノ選 揮 的 關 係 ア リテ、 女子 ノ之 レテ避 ケ タル

爲 ナ ラ ン。

邦人諸家報告ノ男女橿患率

時州 報 告 者!年

佐 藤(進)第 一

期 輪

第
二
期

肥

第

服

一飯

塾

鳥

田

一部

一森

一田

一居

崎仙田富

麹儲万
三匿 窪

林(昌 隆)
期 臼 井 ・ZF野

輻 岡

』

(備考)飯 森氏報告 ニノ・頸腺以外 ノ淋 巴腺結核9例 ヲ含 ム

⑭ 印 ノ・男子 二多 キ ヲ示 メ

年 代i報 告 酬 男(%)隊(%)}差 ㈲

明治36 762 361(47。4) 401(52.6) 40(5.2)

明治42 77 43(55.8) 34(44.2) ⑭9(11.6)

大 正3 101 42(41.6♪ 59(58.4) 17(16.8)

大正3 208 86(41.4)
●

122(58.7) 36(17.3)

大 正5 89 48(53.9) 41(46.1) ⑭7(7.8)

大正13 661 268(40.5) 393(59.5) 125(19.0)

大正13 120 48(40.0) 72(60.0) 24(20.0)

大正14 84 36(42.9) 48(57.1) 12(14.2)
一

大正14 72 19(26.4) 53(73.6) 34(47.2)

大正15 88 26(29.5) 62(70.5) 36(41.0)

昭和4 172 76(44.2) 96(55.8)
120(11・6)

昭和8 35 13(37.1) 22(62.9)9(25.8)

昭和10 433 188(43.5) 244(56.5)i56(13.0)

昭和10 3449 1426('41.3) 2023(58.7,)1597(17.4)
計 6350 2680r42.2)、' 3670(57.9)[990(15.6、

頸 腺 結 核 治 療 法 テ歴 史 的 観 察 ヨ リ3期 二分 ツベ

シ。 即 チ圭 ト シテ観 血 的 手 術 ラ施 行 シタル時 代

(第一期)、 観 血的 手術 ト「レ」線 放 射 トノ併 用時

代(第 二期)、 「レ」線 療 法 ラ主 トス ル現 代(第 三

期)ト ス。 而 シテ女子 ガ第 一期 、 第二 期 ・ 第三

期 ノ経 年 二從 ヒ、 ソ ノ受 治 卒 ノ檜 加 スル ニ至 レ

ル ハ統 計 ニ ヨ リテ知 ル所 ナ リ。 之 レ即 チ、 「レ」

'

線 寮法 ガ手 術 テ加 ヘザ ル 子以 テ搬 痕 ノ生成 テ避

ケ、 毫 モ容 貌 テ殿 損 ス ル コナ ク、 叉 ソ ノ術 モー

層 簡 易 ら シテ苦 痛 テ與 ヘ ザ ル コ トヨ リ女子 テ シ

テ好 ンデ「レ」放 射 ラ受 ケ シム ル機 會 テ多 カ ラ シ

メ、 第二 期 以 後 二於 テ著 シク増 加 シ、 男 子 テ凌

グ つ ト ・ナ リテ、 内務 省全 結 核 統 計 ト趣 テ異 ニ

ス ル所 以 トナ レル モ ノナ リ。 從 ツ テ頸 腺 結 核 患
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者 撒 ノ性 的 差 異 ハ、 性 別 ニ ヨ リ臓 生 テ異 轟 ス ル

モ ノー ハ非 ズ シテ、 女子 が芙容 卜進 ンデ施 療 ラ

乞 フモ ノ多 ㌣タ メ ト思 考 人。 帥 チ、 頸 腺 結 核 羅

患 ノ實際 二於 テ ハ内務 省全 結 核 統 計 ト同様 男女

略 亙同奉 ナ リ ト思 考 人 ル し可 ナ ラ ニ。

二 、 梱1患年 齢 二就 ア

頸 腺 結 核 ハ何 レノ年 齢 二於 テモ襲 來 スル しノ∴

シテ、余 ノ3449例 二於 テハ タ⊃女 共 二2歳=i"始

マ リ、 最 高 男 チ79歳 、 女子85歳 ノ各 年 齢 二之

第2炎

、

レ ラ兇 タ リ。

今 、 本i邦諸 家 報 告 ノ頭 腺 結 核罹 患 年 齢 ラ観 ル 西

(第2表 勢 照)、 肥 田 、服 部 、鳥 居 、 臼 井 ・李 野 、

三 矢b金 澤 ハ 何 レモ11-20歳 」 最 高(ZF均)

43.2%、 次 位 ・・21--30歳(4s均)36・9%ト セル

モ、 佐 藤 、 三 輪 、 池III、 席 田 ・IIIthハ何 レモ21

-30歳(!F均)38.2%三 多 クb11-20歳(4・:均1

36.3%次 位 テ示 七 リ。

余 ノ統 計 二於 テ ハ後 者 等 ノ如 キ順 位 二贋 シb21

邦人甜家報告ノ柵患年齢1
報 告 者1報 鵠11-1・(%)111-2・(%)121-3・(%) 31-40(%)41一 以 上(%)

[
　 曹 曽一 一 畠一 一畠一 曹一 一一一,

月巴H』i101!16(15.8♪ 41(40.6)129(28.7♪

}r

l12(11.9)
_一 一 曹一 一 一

3r3.0ノ

諏 一葡「r20817(3.4) 95(45.7)
一 一

87(41.81 13r6.2)
一}-

6/2.9)

2
一一一一

鳥 居ll2017(5.8)152(43.3)

一 一 ¶

49(40.8) 1σ て8.3)

一 一 一 一 一

(1.7ク
一 一 一一 一 一〇一一1

臼 井 ・不 野1432、57(13.2),169(39.1) 153(35.4) 1112。6ン

三 矢 蕊{3く3.訓42(47.7) 38(43.2)1

42(9.7ノ
ー ㎜ 一一

212.3) 3(3.4ノ
一 一1『 一

金 澤117215(8.7) 85(49.4)
'一 一`一 一

58(33・7≧i13(7・6)

284(37.61

1、0.6ノ

佐 藤(進)755
185(11

.3) 268(35.5♪ 81(10.7ノ 37(4.9)

三 蜘77
}}

4(5.2)27(32.1)
一 一

34(44.2)1
一一

7(9.1) 5(6.5ノ

池 則661 77(11.6)}249(37.7)251(38.0)
　

64(9.7) 20(3.0 ,)一

富 田 ・山 崎 「8415(β ・0'129(34・5) 33(39.3/12(14.3) 5(6.0)

祠 岡 、3449菊2r13.4∫111・6(32.・)11334(38.7)1377(・ ・.・)1 170(4.9)

合 計614「738(1、.の2163(35.2){236。(38.4)1633(、 。。3) 263(4.3)

一30歳38 ・7%、11-20歳32.0%ト ナ レ リ。

而 シテ、 以 上 ノ文 獣 報 告例 蚊 二余 ノ調 査 例 テ合

算 スル ニ、21-30歳38.4%、11--20歳35.2%,

1-10歳11・9%s31--40歳10.3%、41歳 以 上

4.3%ノ 順 位 テ示 セ ル モ ノニ シテ、 之 レテ内務

省 昭和6年 度 全 結 核 死 亡年 齢 二比 較 ス レバ20--

29歳34・1%、10-一 一1gtt25.6%、40歳 以 上18.8

%、30-39歳14.8%、0-9歳7.1%ノ 順 位 ニ

シテ、 雨者 ノ示 ス10年 期 別 ニ ハ1年 ノ 早 遅 ア

リ、 全 ク同年 期 ニ ハ非 ラザ ル モ、 之 レテ通 覧 ス

ル ニ最 高年 齢 期 ハ 同 ジ久 唯 、 全 結核 二於 テハ

比較 的高 年 齢 者 二、 頸 腺 結 核 ニ テハ若 年 者 二多

キ モ ノ ナル テ窺 知 スベ シ。

更 二、余 ノ調 査年 齢 テ詳 記 ス レバ(第3表#照 〉、

男 女 合 計1-5歳3.1%ナ ル モ、6-10歳 二至 リ

テ著 シ ク」曾加 シ10.3%テ 示 ス。 而 シテ、10歳

未 満 ニ テハ 男 子 罹 患 卒 多 ク16.4%、 女 子12.3

%ナ リ。11-15歳 二於 テハ男 女 共 二檜 減 ノ差 少

第3表 年齢及ビ性別

年 齢 別 陽(釧 女(劉 合計(9の

幼年期

1-5164(4・5) 42(2.1) 1061β.1)

6-10 169(11.9) 187(10.2) 356(10.3)

11-15 140(9.8)
一

223(11.0) 363(10.5)

破瓜期

青年期

16-20 316(22.2) 427(21.1) 743(21.5)

21-25 349(24.5) 472(23.3) 821(23.8)

肚年期

老年期
尋

26-30 199(14.0) 314(15.5) 513(14.9)

31-35 91(6.4) 152(7.5)

90(4.4)

243(7.1)

36-40 44(3.1) 134(3.9)

41-45
一 一

19(1.3) 43(2.1) 62(1.8)

46-50 13( 、1.2) 35(1.7) 48(1.4)

51以 上 22(1.5) 38(1.9)・ 60(1.7)
i合 計 1426 2023i3449

久 男 子9・8%b女 子11.0%ニ シテ 女 子 罹 患

率 多 クナ レル モ、16-20歳 二至 リテハ男 女 共 二

著 シ ク増 加 シ、 男 子22.2%b女 子21.1%ニ シ

テ男 子 二再 ピ多 クナ レリ.21-25歳 二至 リテ男

女共 二最 高 牽 二達 シ、 男 子24.5%、 女 子23.3
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%ナ ル モ、 ソ レ ヨ リハ加 齢 ト共 二比 率 次 第 昌下 第1圃 年齢1・性別 トノ關係

降 シ、26-30歳 男 子14.0%、 女子15.5%ト ナ

リ、 漸 次 高 年 二進 ム ニ從 ヒ男 女 共 二略 ≧同 曲 線 、

テ以 テ減 少 スル モ、 女 子 ハ男 子 ヨ リ罹 患 率僅 カ

ニ高 シ。 即 チ、31-35歳 、 男 子6.4%、 女 子

7.5%、36-40歳b男 子3.1%、 女 子4.4%、

41歳 以 上 一 テ ハ男 子4.0%、 女 子5.7%ナ リ。

今 、 ソ ノ増減 ノ曲線 ラ示 セバ 第1圖 ノ如 シ。

之 レ要 スル ニ、 各 年 齢 期 二於 ケル男 女 罹 患 比 卒

ハ略1同 様 二進 退 シ、 何 レモ青年 期(16-25歳 、)

二於 テ高傘 二達 シ、 ソ ノ前後 二於 テ著 シク減 少

スル モ、 尚 幼 年期(6-一一10歳)二 於 テ比 較 的 好 褒

第4表 全結核死亡年齢b頸 腺結核年齢比較

昭和6年 度全結核死亡統計(内 務省)1
年 齢 「

男(%)女(%)陣(%)

2333(3.8)14898(4.1)i2565(4.2)0-4

202613万,3692(3:0)11666〈2.7)5-9
　　 　 　 　

2067(3.4)4553(7.5)6620(5.4)10-14

14078(23.2)t24661(20.2)10583〈117.3)15-19
コ　 　　 　

12527(20.6)25559(21.0)13032(21,3)20--24

8253・,13.5)7762(12.8)16015(13.1)25-29

30-34

35-39

40-44

45--49

50-54

55-59

60一 以 上

合 計

5561(9.1)

3763(6.1)

3119(5.1)

2800(4.6)

2608(4.3)

2098(3.4)

3080(5.0)

61195(50.2)

4954(8.2)10515(8.6)

3223(5.3♪6986(5.7)

2400(4・0)15519(4・5)

1887(3.1)46871'3.8)

1750` .2.9)、4358(:3.6)
一 歪

78(2.1)「 蕊77(2.8)
_1

_璽0巨 」iL⊇L至 旦86(4・1)1
60678(49.8)1121873

男

39(2.7)

159(11.2)

143(10.0)

頸 腺結 核 糧 患年 齢

(%)女(%)IApit"1

23( 、1.1)

276(19.4)

360(25.2)

232(16.3)

104(7.3)

49(3.4)

27(1.9)

12(0.8)

11(0.8)

7(0.5)

7(0.5)

1426(41.3)

178(8.8)

176(8.7)

414(20.5)

461(22.8)

359(17.7/

177(8,7)

106(5.2)

48(2.4)

38(1.9)

23(1.1)

9(0.4)

スル モ ノナ リ。

而 シテ、 余 ノ頸 腺結 核 罹 患年 齢 ト内務 省 昭 和6

年 度 全 結 核 死 亡年 齢 トテ比 較 スル ニ(第4表 及

ピ第2圖 参 照)、略1曲 卒 テ同 ジ クス ル ガ唯 、5-

9歳 二於 テ 頸 腺 結 核 罹 患率 ハ多 ク、9.8%テ 示

スモ全 結 核 死 亡 卒 ハ3.0%ナ リ。 而 シテ、20-

24歳 二於 テ 何 レモ 最 高 卒 二達 シ、 頸 腺 結 核 ハ

23.8%、 全結 核 ハ21.0%ト ナ リb30歳 以 後 一

ハ頸 腺 罹 患 率 ハ全 結 核 死 亡 卒 二比 シテ梢 ヒ減 少

ス ル モ ノナ リ。

即 チ,全 結 核 死 ト頸 腺 結 核 罹 患 トハ最 高 卒 年齢

11(0.5)

2023158.7う

年 齢

合 計(%)

62(1.8)
一 一 齢

337(9.8)

319(9.2)

690(20.0)

821(23.8)

591(17.1)
o

281(8.1)一
155(4.5)

一

75(2.2)
曹

50(1.4
吻

34(1.0)

16(0.5>

18(0.5)

3449

第2圖 全結核死 亡年 齢 ト頸腺結核 罹患年齢 トノ比較
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(20-24歳)ラ 同 ジ クス ル モ、頸 腺 鯖 核 ハ距 昌幼 年 期(5-9歳)昌 好 ン デ現 ル コ トヲ知 ル ペ シ。

第三章 顕腺結核 ノ罹患状況

一
、 罹 患 側 二就 テ

頸 腺 結 栩 罹患 側 ノ撮llナハ歯少カ ラザ ル モ、 牲並 轟

年 齢 トノ關 係 ヲ槻 察 セ ジtノ 無 シ トス。

今h邦 人 諸 寮 ノ患 側 報;ti・ハ第5」 受 ノ如 ク.三 輪 、

価 森 ハ雨 側 糀 患 ハ左 右 各仙1罹患 ヨ リ少 シ ト謂 ヘ

ル モ、之 レニ反 シテ」 肥皿、 服 部 、1'UIII,鳥 居 、

三 矢、 金澤 、 臼 井 ・ノド野 ハ 南側 羅 患 ガ 最 モ多 シ

ト設 キ、殊 二肥 田 ニ ハ ソ ノ差 異甚 グ シ ク、 雨側

罹 患 ハ右 側 罹 患 ノ約10倍 、 左側 罹 患 ノ約9倍

テ不 セ リ。

第5表 邦人諸家報告 ノ柵患側

報 告 畷 告陣 陶1左 側(・のi雨 側(%[)

三 輪 56
、20(35・7ノ

24(42.9) 12(2玉 二生)

飯 森 3・;3・(38・6ノ 25(31.3) 24(30.0)
一 一

肥 田 100
18(8

.0) 9(9.0) 83(83.0)

服 部 208 58(27.9) 53(25.5) 97(46.6)

池 田 95 16(16.8) 16(16.8) 63(66塑

鳥 居 329

・88

83(25.2ノ
183(

、25.2)163(49.5)i

三 矢 21(23。9)

一

23(26.1)144('50.0♪

金 澤 172 43(25.0) 32(18.6メ97(56.4)

臼井・卒野 375 127(33.9)
一

111(29・6)}137(36・6)

幅 岡 3必91 798(23.1) 765(22.2・11886(54.7)

合 計 4952、1205(24.3)
、

引1141(23
.0)12606(52.6)

余 ノ3449例 ノ内、 雨側 罹 患1886例54.07%、

右 側罹 患798例23.1%、 左側 罹 患765例22.2

%ニ シテ.雨 側 罹 患 ハ牛 数 以 上 テ占 メ、 左 右側

ハ略 ㌃同卒 ナ リキ。

今 、 文 献 報 告数 卜余 ノ調 査 例 トテ合 算 ス レバ、

縮 計4952例 ノ 内雨 患側2606例52.6%、 右 患

側1205例24.3%、 左 患 側1141例23.0%ト ナ

レ 比。

即 チ、頸 腺 結 核 ハ雨側 ヲ侵 ス モ ノ多 シ。 然 レ共,

雨 側 罹 患 者 二於 テ、 礎 病 當 初 ヨ リ同 時 二雨側 テ

侵 シタ ル モ ノ多 キ カ、果 、 又一 側 二罹 患 シ、 逐

次 他 側 ニ モ壷 生 シ タル モ ノナ ラ}カ テ塾 及 ス ル

ハ興 味 アル コ トナ リ。 余 ノ 雨 側罹 患 者1886例

ノ内、 登 病 當 時 ヨ リ、 ソ ノ経 過 テ 明 知 シ タル

325例 昌於 テ、 雨 側 同 時罹 患116例35.7%,-

fll扉雁 患 シ 引績 キ 他 側 一 登 生 セ シモ ノ209例

64.3%ア リタ ル事 實 ヨ リ見 ル モ、 頭 腺 結 核 ハ扁

仙明ヨ リ他{則 ∴及 ボ 人モ ノガ通 常 ニ シテ、 偶 々患

者 が雨側 罹 患 テ同 時 二搬 見 シ タ リ ト謂 ヘ ル モ ノ

全 雨側 雁 患者 ノ約3分 ノ1-・一相 常 セ ル ガ、 果 シ

テ、 其 ∴同時 轟疲 嘘 セ シモ ノカ、或 ハ問診 ノ際

二偶 然 答 ヘ タル カ容 易 ∴肯 定 シ得 ズ。 故 二嚴密

一ハ尚 一 層 少 カル ベ キ モ ノナ リ。 即 チ、 扁 側 罹

患 者 ト難 モ、 日時 ノ維 過 ご ヨ リ、 他 側 ∴ モ疲 生

スル コ トアル ハ明 ラ カナ リ。

叉 、 罹 患側 テ男 女 別 及 ピ年 齢 別 二観 察 シタル余

ノ調 査 ハ 第6表 ノ如 シ。 男 女 共 二、 左 右 各側 、

雨 側 ノ何 レら モ褒 生 スル ガ、 雨 側 罹 患 ハ男 女共

二扁 側 登 生率 テ凌 駕 シ、 且、 左 右 側 綾 生 ハ略 ℃

ソ ノ卒 テ同 ジ フセ リ。 而 シテ、 男 女 ラ比 較 スル

ニ雨 側 ノモ ノハ男 子 二多 ク、 扁 側 ノモ ノガ女 子

一 多 キ傾 キ アル ハ、女子 ガ男 子 二比 較 シ、美容 上

特 二關 心 テ持 ツ爲 、 腺 腫 テ燭 知 ス ル ト同時 或 ハ

進行 セザ ル内 二留 治 テ乞 ヘ ル モ ノ 多キ ニ反 シ、

男 子 ハ懸 念 セ ル コ ト比 較 的 少 久 雨 側 二迄 及 ビ

テ、初 メ テ受 療 ス ルモ ノ多 キ爲 ナ ラ ン。

年 齢 」1、頸 腺 結 核 ハ1-5歳 二於 テ登 生 シ、加 齢

ト共 二罹 患檜 加 ス ル モ ノー シテ、21-25歳 二至

リ最 高 二達 ス ル モ、 ソ レヨ リハ再 ピ減 少 スル コ

ト既述 セ シガ、 罹 患側 別 二於 テ、 雨 側 ノモ ノハ

男 女 共 二幼 年 期(1-10歳)二 多 数 ナ ル ガ漸 次 加

齢 ト共 二減 少 ス ル モ、 扁 側 ノモ ノハ之 レニ反 シ

テ幼 年 期 二少 ク、 ソ レヨ リ漸 次 」曾加 ス.

更 一・男 女 別 二於 テ、1雨側罹 患 ハ1--10歳 男子

75・5%、 女 子76.0%ノ 最 高位 ヨ リ 加 齢 二從 ヒ

男 女 共 二駿 生 卒 テ減 ジ行 クモ、11-20歳 、21-

30歳 、31-40歳 期 二 於 テハ 男 子 一5乃 至6%

多 久41歳 以 上 二至 リテハ 女 子 二梢 蔑多 クナ リ

テ、 男 子37.0%、 女 子40.5%ト ナ レ リ。 之 レ

ニ反 シ、 扁 側 ノモ ノハ 幼 年 期(1--10tt)一 男 子
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第6表 罹患側b性 及 ビ年齢 トノ關係

性別1患 側1--1・(%)1・ ・-2・(%)

男

右 側125(10.7、1100(21.9)

左 側1

雨 側i176(75.5)

　
32(13.7)i73(16.0)

283(62.1')

456

21-3・(%)131--4・(96)141一 以上(%)

女

男
女
合
計

113(20.6)

否 一i「233

144(26.3)

291(53.1)

右 側28(12.2)1156(24.0)

左 但畦27(11.8、131(20.2)1

548

218(27.7)

雨 側174(76.0)

合

363(55.8、1

右

畷鵜

左

言†1229、650786

側.1コi3亜司 至…◎23・2泊亙 爾亙 一
側59〈12.8)2(A(18.4)343(25・7)

660(49.5)

1禰11334

29(21.5)15(27.8)

44(32.6)

62(45.9)

135

77(31.8)

19(35.2)

20(37.0)

54

一器 劉 一1ラ～齎

242

1・6(28.1)i

雨 側a350(75.8)1646(58.4)

108(28.6)
163(43.2)}
377

37(31.9)

lITiB-一 一一

52(30.6)

_15・(3・::・:L)

67(39.4)

170

合 計(%)

282(19.8)

否 計 一鞭

312(21,9)

832(58.3)

1塑
516(25.5)

453(22.3,

1054(52.1)

2023

798(23.1)

765(22.2)

1886(54.7)

13弱9

%、 女子24.0%ニ シテ最 低 ナ ル モ、漸 次 加 齢 ト

共 二檜 加 シ、41歳 以 上 二於 テ ハ 男 子63.0%、

女 子59.5%ノ 最 高 率 二達 スル モ、11-40歳 ノ

各10年 期 ニハ 女 子 ガ 男子 ヨ リモ5乃 至6%多

シ。 此 ノ罹 患 側 ノ男 女 別 曲線 ヲ描 ケ バ第3圖 ノ

如 ク男 子 ハ常 二直 線 的 一、 女 子 ハ弓 形 テ描 キ、

而 カ モ雨 側 、 扁 側 二 於 テ 相 反 シタル 弧 形 テ 呈

セ リ。

第3圖 男女雨側及 ビ偏側罹患年齢比較
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雨 側罹 患 ガ幼 年 者(1--10歳)一 多 キハ、 該 年 齢

期 ニ ハ保 護 者 ニ ヨ リ初 メ テ登 見 セ ラル ・迄 ハ放

置 セ ラル ・場 合 多 ク、 自褒 的 二施 療 テ受 ケザ ル

爲 ナ ラ ンカ、故i10歳 以 下 二於 テ ハ男 女 同 傘 ナ

ル モ、加 齢 ト共 ニ ソ ノ差 ハ大 トナ リ、女 子 二盆 々

減 少 セ ル ハ、 前 述 セル如 ク美 容 上.男 女 性 質 ノ

異 ナ]tesナ リ。 然 ル ニ41歳 以 ト 至 リ テハ幼

年 期 ト同様 、 男 女 略 篭同李 トナ レル ハ、 男 女 ノ

美 容感 二著 シキ差 異 ナ キ爲 ナ ラ ン カ。

更 二左 側 及 ピ右側 罹 患 二就 キ テ男 女 テ比 較 ス ル

ニ(第4圖 審 照)、 右 側 ニ テハ男 女 略 く同様 ノ曲

線 ラ描 クモ、 男 子 ハ常 二女 チ ヨ リ低 ク、 左 側 ニ

テハ11-20歳 二於 テ 男f'ハ 女 チ ヨ リ低 キ モb

ソ ノ他 年 齢 期 ニ テ ハ女 子 ヨ リ高 シ。 然 レ共 略 ㌃

男 女 同様 ノ曲線 ラ描 ク コ ト右 側 ノ如 シ。 即 チ、

左 右 側 男 女年 齢 別 關係 ニ テハ、 何 レモ幼 年 期 二

少 久 加 齢 ト共 二増加 シ、 男 女 間 二特 別 異 ナ レ

ル所 見 ナ シ トス。

第4圖 男女右側及 ビ左側擢 患年 齢比較 ・
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二、頸腺結核 卜他部淋巴腺 トノ罹患状況

頸腺結核ハ他淋巴腺、例ヘバ腋窩腺、鼠践腺、

肘腺、腸間膜腺、股腺 ノ結核テ合併セル場合屡{

アリ、殊二腋窩腺罹患 ノ比較的多キへ 邦人諸
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家 ノ報 告 セ シ合 併 淋 巴腺 結 核 例 ラー 括 シ タル成

煮貰(第7表 勢 照)ニ ヨ リテモ 町1ラカ ニ シテ)文 獣

腋 窩腺 腫 合 併 ハ1711名 ノ内、207名12.1%ト

ナル ガ、 他 腺 羅 患 ハ少 ク、 肘 腺 、 鼠 蹟 腺 、 腸 間

膜 腺 、 股 腺 ノ順 位 トナ レ リ。

第7表

余 ノ3449例 昌於 テハ 腋 窩腺 、 鼠踵 腺 ノ腫 脹 ラ

毅 見 シタル ガ他 腺 ノモ ノハ1名 モ ナ カ リキ。 即

チb腋 窩 腺 雁 患 者190例5.5%ア リテs内b男

子61例32.1%、 女 子129例67.9%ナ リ.鼠

蹟 腺 結 核 稲1患ハ18例0.5%ア リテ 内b男 子11

邦人諸家ノ頭腺縞核二合併セル他淋巴腺紹核

報 儲 陣 陥 核睡騨 刎 服 腺(%≧加 腺(剛購 腺⑳ 股 腺(%)
一一}』}-

1佐 糠(進)}588146(7・8)

亘 一」 一_1理1「 「616・ ・)
服 部1

一 一 一 一 ,一 一
1q.0)

一一

一 鴨}-

1

H■■■r-一 一冒一嘲■■■9■■■■国匿

208レ10(19・2)

一 一 一一

一 一 一

6(5.0)

一
1

鳥 下[」2一123(1呵
一 一

一 『

富 田 ・山崎178

一
55(70.5)1

一一一 一一 一

一
林(信 雄)j72

_一 『 一 聯

4(5.6)
一 一 一

_一

一 一一一

一

一 一 一 一

金 澤;172

_-
14(8.1),3(1・7ノ

一

臼井 ・下 野1375

一 一 一
19(5.1)1

一 一 一 一

一
福 岡3449

↓

一 酉

or5.5)一18(0.5)

一一一 一 一

一

6(0.1)

一 一

『 一 雫 一

2

一 一
合 計;5160 397(而 「21(0万

一一 一

2

例61.1%、 ゴぐ子・7例38.9%ト ナ レ リ。

今 、邦 人 諸 家 報 告 数 ト余 ノ調 査 例 トテ合 計 スル

ニ、腋 窩腺7.7% 、 鼠 践 腺0・4%ト ナ リ、 ソ ノ

他 腺 ノ罹 患 ハ稀 有 ナ リ トス。

更 二、 腋 窩腺 、 鼠 践 腺 ノ輩 掲罹 患 ハ茂 木 二櫨 レ

バ 全 淋 巴腺 結 核 患 者3406名 ノ 内、 腋 窩 腺193

名5.7%、 鼠 践 腺70名2.1%、 三 輪 ニハ102名

ノ内 、腋 窩 腺20名19・7%、 鼠 践 腺4名3.9%、

服 部 ニハ220名 ノ内、腋 窩腺9名4.1%、 」照

腺2名0.9%ア リn余 ノ3584名 ノ 内 ニ テハ、

腋 窩 腺71名2.O%、 鼠践 腺64名1・8%ニ シテ、

是 等 ノ報 告例 テ合算 ス ル ー、7312名 ノ内、腋 窩

腺293名4.0%、 鼠践 腺141名 、1.9%ト ナ レ

リ。 之 レテ前 述 合併 腋 窩腺7.7%、 鼠 践 腺0.4

%二 比 較 ス ル ニ、腋 窩 腺 ハ少 ク、鼠 践 腺 ハ多 シ。

即 チ、 腋 窩腺 合 併 罹 患 ガ軍 掲 ノ場 合 ヨ リ多 キハ

該 腺 腫 ガ容 易 二醐 知 シ、 之 レラ頸 腺 結核 診断 ノ

際 二登 見 シ易 キ爲 ナ リ。

更 二、 頸 腺 結 核 側 ト腋 窩 腺 患 測 二就 キ テ、 服 部

ハ 頸 腺 結 核 ノ扁 側 乃 至 雨 側罹 患 ノ別 ナ ク、 腋 窩

腺 ニ ハ右 側罹 患 多 シ ト、余 ノ調 査 ニ テハ 第8表

ノ如 ク、 頸 腺腫 ノ患 側 ハ腋 窩 二於 テ モ同側 ノ揚

合 多 ク、 右 側48.9%、 左 側51.1%、 頸 部 扁 側

ニ シテ腋 窩 雨側 ノモ ノハ 少 ク、 右頸 部 ノモ ノニ

雨側 腋 窩罹 患17.0%、 左 頭 ノ場 合 ニハ 雨 側 腋

窩 罹 患19.1%。 叉 、 頸 部 雨 側 ニ シテ 腋 窩 雨 側

ノモ ノハ前 者 ヨ リ 多 ク33.3%ナ リ。 雨頸 部 罹

患 者 二扁 側 腋 窩 腺 腫 テ 件 ナ ヘ ル モ ノハ66.7%

ニ シ テ、 腋 窩 右 側36.5%、 左 側30.2%ナ リ。

第8表 頸腺結核 二合併 セJV腋 窩腺結 核罹患側

頸
一 　

右

腺 結 核 }合併 セル腋窩腺結核(9の

側 (47)

右 側1 23 (48.9%)

左 側1 16 (34.0%)

雨 側} 8 (17.0%)

左 側 (4η1

!右 側1 14 (29.8%)
1左 ;側

ヨ

24 (51.1%)

1雨 側 9 (19.1%)

雨 側 (96)
1

重 側i 35 (36.5%1
1左 側1 29 (30.2%)

;雨

i

側 32 (33.396)

合 計

　

i(190)
}右 側

1
72 (37.9%)

1左 側} 69 (36.3%)

雨 側1 49 (25.8%)

即 チ、頸部扁側罹患 ニハ同側腋窩合併多 ク、又、

頸部雨側罹患 ニハ腋窩雨側合併 テ多 シトス。

鼠践腺合併者18名 ニ テ ハ、右側罹患6名 、左

側罹患5名 、雨側罹患7名 ニ シ テ、 之 レト頸
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部 罹 患 側 トノ間 一 ハ必 ズ シモ ー 定 ノ關 係 ナ カ リ

キ 。

之 レラ要 ス ル ニ頸 部 患 側 ト腋 窩 部 患 側 ト ノ間 ニ

ハ ー 定 ノ關 係 ア リ シモ、 頸 部 患 側 ト鼠 践 部 患 側

トニ ハ之 レラ認 メザ リキ。

三、 登 生 部 位 二就 テ

頸 腺 結 核 ノ登 生部 位 二就 キ、 服部 、鳥 居 ハ 側頭

腺、 下顎 腺 、 碩 下腺 、 後 頭 腺 、 耳 下腺 、 耳 後

腺 、 胸 骨 上 腺 二嘔 劃 シ、 更 二側 頭 腺 テ深 在、淺

在 二分 チ、 又 、 富 田 ・山 崎 、 林(信 雄 、ハ輩 二側

頸腺 、 下 顎 腺 、 鎖 骨 上窩 ノ三部 二分 テ リ。 而 シ

テ第9表 ノ如 ク、 何 レモ側 預 部 ノモ ノガ大 多数

テ占 メ、 下顎 部 ノモ ノ之 レニ次 ギ、 ソ ノ他 部 位

,モ ノハ必 ズ シモー 定 セ ズ ト.

余 ハ之 レテ側 頸 部 、 顎 下部 、 耳 下部 、鎖 骨 上 窩

部 二四 別 シ、 同一 患 者 ニ シテ各 部 位 二併登 セ ル

第9表 邦人詔家ノ頸腺結核麟生部位

献謹1
側 型i題 一
頚 深下頚

服 部
%

},

76.1 75.0

摩 田

賊1山 咳
一}}}

林(
信雄)

%
}一}

76.4

輻 岡

.%

76.7

1

20.5 73.3 161 .9∫

腺 淺 顕 81.8 73.3一
下顎 腺
爾

29.0 52.5 54.8 15.3156.3

一 一 一 層

1.7
-一 一

22.6}2.8i17.5一
耳 下 腺

一 一 一一

li20.O
i一

耳 後 腺 0.6 lI
一

顧 下 腺 9.1 10.8
-一 一

〇.8

ll
II

後 頭 腺 1.1 }1

胸 骨 上腺 3.4 1
一

瀧在顔面腺 0.6
1i

「

(腋 窩 腺)

1

㌧72.6,、(5.6ン

調 査 人 員 176名 120名 8焔172名!3329名
1

モ ノハ延 数 二換 算 シテ性 別 及 ピ、 年 齢 上 ヨ リ調

査 セ シニ第10表 二示 ス如 久 男 女共 二側 頸 部 ノ

第10表 頸 腺結 核 ノ螢生 部位b性 及 ビ年齢 トノ關係

性1蜜 生 部 位 ・一・・(%)i・・-2・(96,!21-3・(%)13・-4・(e6)14'一 勘!合 計(96)ll杢 是謝

1012(塑 ～!!1012(73・5)85(41.3)30(39.0)

810(58.9)29(37.7)77(37.4)

男

一1

女

男

女
合

計

側 頸 部1198(44,.8)341(42.0、358(43.5)

顎 下 部114432.6)1277(34.2)283(34.4)

耳 下 部154(12.2)122(15.0)91(11.1)

璽羅轟謹
116(10.1)耳 下 部154(11.4)148(12.8)

鎮骨上鑓 一L釜(6・1)塑(9・7)

合 」Li472 _1156_

旦 頸 劃 璽 傷o)型(zl'3・3)

顎 下 塾 」塑6i」 堕 一(塑ii辺

耳 下 部1081111.8)270(13・7)

鎮骨上窩部

119(10.3)

1150

930(47:1)

626(31.7)

207(10.5)

合 計914

75(8●2x

、1器(9'3)llll(10●6)

18(8.7)

26(12.6)

206

174(49.0)

97(27.3)

41ご11.5)

43(12.1')

編

259(46.2)

174t31.0)

59(10.5)

69(12.3♪

561

5(6.59

13(16.9)

』
80(43.5)

54(29.3)

18(9.8)

32(17.4)

亜

110㌧42.1)

83(31.8)

23(8.8)

45(17.2)

261

810(34.3)1　 　 ロ
290,112.3)1

247(10.5)1
　 　

23591

1540(46.4)

1065(32.1)

290(21.1)

247(18.0)

1376名

1540(78.9)

1065(54.5)

377(19.3)377(11.4)

335(1面1吾35(・7・2)

諭 ラ11煽 名

2552(4… 死可12552・76.7)

1875(33.0)11875(56.3)

667(11.8月66720.0)

厩 こ・哩 彌d7・5)

567613329名

モ ノガ大 多数 テ占 メ、 顎 下部 、 耳 下 部 、鎮 骨 上

窩 部 ノ順 位 二減 少 セ リ。 而 シ テ女 子 ニハ男 子 ヨ

リモ側 頸 部 ノモ ノ多 ク、 ソ ノ他 ノモ ノハ男 子 二

多 カ リキ。

又 、 各 年 齢 テ通 ジ、 側 頸 部 ハ他部 ヨ リ多 久 最

高 卒21-30歳47・1%;シ テ・31-40歳 ・46・2

%、1-10歳44・O%、11-20歳43・3%b最 低

41歳 以 上42.1%ト ナ リ 年 齢 別 ノ動 揺 ハ少 シ ト

ス。 顎 下部 ニ テ ハ1-10歳36.0%、11-20歳

33.7%、21歳 以 上 二達 ス レバ何 レモ31%テ 上

下 スル ノ ミ。 耳 下 部 ニ テハ最 高11-20歳13・7

%ヨ リ1-一一10歳11.8%、21-30翻 ヒビ31-40

歳10.5%、41歳 以 上最 低8.8%ノ 順 位 トナ リ・

鎖 骨 上 窩部 ハ最 低1-10歳8.2%ヨ リ加齢 ト共
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二徐 々 二埆加 シ41歳 以h17.2%ノ 最 高 トナ レ

リ。

更 二、 罹 患年 齢 テ 男女 別 二観 察 人～レニ側頸 朗～ノ

tノ ハ男 子 二於 テ、各年 齢 期 ノ差 異 少 ク凡 ソ42

%前 後 子示 セ ル モ、女子 ニ テハ21--30tt、31-

,40・歳 二糀 患 率 高 ク49%弼 一 シテ、 ソ ノ他 ノ年

齢期,評 、何 レモ44%前 後 ナ リ。 顎 下部 ハ 男子

1--10"N32.6Y,」 ノ最 低 ヨ リJlll齢 卜共 二 徐11…

ま曾JJIIシ41歳 髭』■=37.7ノ,∫ トナ リ、1,ぐ子 ハ∠ニレー

反'iテ1-10歳1最 高39.2%ナ ル モ 加齢 ト共 一;一・

減 少 シ31-40歳27.3%ト ナ ル ガ41歳 以h一

ハ再 ピ僅 カニ増 加 シ、29.3%1・ ナ レ リ。 耳 下部

ハ男 子11-20歳15.0%ニ シテ最 高 テ示 シ、41

歳 以1:ハ 最 低6.5%、 他 ノ年 齢 期 ハ 凡 ソ10%前

後 ナ ルモ、 女 子 ニ テハ 各年 齢 期 ノ差 異 少 ク何 レ

モ11%前 後 テ示 セ リ。 鎖 骨 上 窩部 ハ男 子11-

20歳8.8%最 低 、 次 位1-10歳10.4%、21歳

以 」ソ、加 齢 ト共 二増 加 シ最 高41歳 以 上16.9%

二達 ス ル モ、 女 子 ハ1-10歳 最 低6.1%ニ シテ

加 齢 二從 ヒ増 加 シ41歳 以 」=最高17.4%ト ナ レ

リ。

即 チ、 頸 腺 結 核 年 齢 別 ヨ リ部 位 的 騒 生 テ見 ル ニ

鎖 骨 上 窩部 ハ男 女共 二高 齢 二進 ム ニ從 ヒ テ漸 次

檜 加 シ、 顎 下部 ハ男 子 ニ テハ 幼 年 者 二少 ク加 齢

ト共 二増 加 セ ル モ、 女 子 ハ之 レニ反 シテ年 少者

一 多 ク、 ソ レ ヨ リ漸 次 減 少 シ、 側 頸 部 、 耳 下部

ノモ ノニ ハ男 女 別 ナ ク年 齢 上 西バー 定 ノ關係 テ

認 ム ル コ ト少 シ。

頸 腺 結 核 ハ既 述 ノ如 ク頸 部 ノ各部 二磯 生 ス ル ガ

好 獲 部 テ 調 査 セ ン ト シ、 第11表 ノ如 ク其 駿 生

部 ノ取 合 セ テ11別 ト シテ之 レテ 観 ル ニ、 側頸

部 ト顎 下部 併畿 ノモ ノガ 最 モ 多 ク29.3%テ 占

ム ル モ、 ソ ノ他 ハ4%以 下 ニ シテ、殊 二耳 下部

ト鎖 骨 上 窩 部 併 奨 ハ極 メテ稀 レニ シテ0.8%二

過 ギ ザ リキ。 而 シテ側 頸 部 二他 部位 ノ併 磯 ス ル

モ ノ ・数 多 キ テ見 ル ベ シ。 又 、 取 合 セ罹 患 率 ニ

ハ 男 女 ノ差 異 何 レモ少 ナ カ リキ。

而 シテ更 二、 軍 嚢 ノ ミニ就 キ テ登 生 部 位 テ調査

スル ニ、 第12表 ノ如 ク、側 頸 部29.6%、 顎 下

第11表 頸腺結 核 ノ螢生部位

(各部位 昌併 縢 ノモノ)

螢 生 郁 位 男子(%) 女 子(%) 合計(%)

側 頸 部
顎 下 部

395(28.7) 579(29.6)1974(29.3).

側 頭 部
餓骨 上窩部

一一
53(3、9ノ

_一

1
89(4.6)1142(4。3)

側頸部,顎 下
部,Jr下 部

60(4.4) 75(3」8)

レ_,_
1135(4 .1)

o

顎 下 部
耳 下 部

,-

71(3.6)

一}
56(2.9)

『

119(3.6)
一

側頸部,耳下部
鎮骨上窩部

48(3.5)

_一 一 一

39(2.8)

一 馳一}-

32(2.3)

一 廟

95(2.9)

側 頸 部
耳 下 部

一一 一一 一■ 一
「

4gr2.5)!81(2∂4)

[

}

}

L

;
,

F

一一 一 一

側頸部、顎下部
鎮骨上窩部

一 一 '一 一 「

40(2,0) ,
___,____1

75/2.3♪

一曹噛一 一

顎 下部、冗下部
鎮骨 上窩部

}一

耳下

35(2.5)

一 一一}一 一

!32(2 .3)
ρ

41`2.1) 73(2.2)

側頸 部
部、顎 下部、
鎮骨上 窩部

30(2.2) 36(1.8ノ 66(2.0♪

顎 下 部
鎮骨上窩部

20(1.5) 29(1.5メ49(1.5)

耳 下 部
鎮骨上窩部

130.9) 15(0.8)

■

28(0.8,

合 計 755(55.0) 1080(55.31 1837(55.2)

調査 人 員 1376

一 一

195313329

第12表 頸腺結 核 ノ登生部位

(同一部位 二量生 ノモ ノ)

凱 部倒 男子(%) 女子(%ハ 合計(%)
一

但11頸 音Ki368(26.7) 616(31.5)984(29.6)

顎 下 部1190(13.8) 194(9.9)384(11.5)

耳 下 部36L2.6) 34(1.7)70丸2.1)

麗 上窩部}25(、 。8)

一}
29(1.5)154(1.6)

合 計 619(45.0) 873(44.7)1492(44.8)

調 査 人 員11376

一1
19533329

部11.5%、 耳 下 部2.1%、 鎖 骨 上 窩 部1.6%ノ

順 位 トナ リテ側 頸 部 ガ多 シ トス。 而 シテ女 子 ハ

男 子 ヨ リ側 頸 部 褒 生 多 キ モ、 ソ ノ他 部 位 ニハ女

子 ヨ リモ男 子 二多 カ リキ。

余 ハ更 二、 第13表 ノ如 ク 蛮 生 部 ト罹 患 側 二就

キ テ観 ル ニ、 同 一 部 位 嚢 生 二於 テ、一 側 患49.5

%、 雨側 患50.5%ニ シテ 雨 者 ノ 差 異 少 ナ ク、

叉 、 男子 ニ ハー 側 患 ヨ リ雨 側 患 多 キモ、 女 子 ハ
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第13表 蜜生部位 ト羅患側 トノ■係

生雛 醐 男子(%)1好 ㈲;合a†(96)

同_部 位ヒ璽
二登 生セi雨側

7レモ ノ
合 計

部 位 二[」 墨492(45・6)}773/42・1)

壁 セ ル 雨 側

合計75710801837

13761953i3329

之 レニ反 セ リ。各部 位 併 黄 二於 テハー 側 患42.1

%、 雨側 患57.9%ト ナ リ雨 側 螢 生 一多 ク シテ、

ソ ノ差 ハ男 子 二女 子 ヨ リ多 シ。

即 チ.頸 腺 結 核 バー 側 一 部 位 二螢 と1三ス ルモ ノ ト、

雨側 同 一部 位 二封 象 二焚 生 ス ルモ ノ トハ略 ㌃同

享 ナ ル モ、 一 側 各 部 併 磯 ヨ リハ雨側 各 部併 獲 ノ

モ ノ多 カ リキ。

而 シテ、 同部 位 焚 生44.8%、 各部 位 磯 生55.2

%昌 シテ後 者 二多 ク、之 レラ諸 家 報 告 二見 ル ニ、

服 部 ハ 同一 部 位20.5%、 各部 位79.5%、 富 田 ・

IlI崎ハ同 一部 位22.6%、 各 部位77.4%一=シ テ、

雨報;t"""'於 テモ、 各部 位 焚 生 ノモ ノ多 キ ラ示 セ

リ。

即 チ、 頭 腺 結 核 ハ 男女 、 年 齢 テ問 ハ ズ何 レ ノ部

位 、 又左 右 各側 二生 ジ、 黄 生部 位 ノ合 成 モ多 様

ナ ル ガ、 是等 ノ間 一ハ既 述 ノ如 キー 定 ノ關 係 ア

ルモ ノナ リ。

第四章 頸腺結核 ノ性朕

頸 腺 結 核 ノ臨 躰 上所 見 ハ、 ソ ノ経 過 ニ ヨ リー 様

ナ ラザ ルモ、 便宜 上、 次 ノ諸 鮎 ラ選 ビ テ記 載 セ

}ト ス^

一 .頸 腺 結 核 ノ所 見 ハ既 二先 人 記 載 ノ如 久 腺

塊 ノ軍 燭 一 シ テ大 ナ ル モ ノア リ、 小 ナ ル モ ノ ァ

リ。 或 ・・島頓9伏 二2,3又 ハ4,5個 散 怖 ス ル モ

'ア リ、或 ハ多 籔 聚 生 シテ念 珠 歌 二或 ハ塊 積 歌

テ呈 ス ル モ ノ アル ガ、 之 レヲ散 怖 ノ歌 況 ヨ リ軍

掲 、散 在 、 籏 生 二大 別 シ得 ベ シ。 而 シテ ソ ノ分

怖歌 況 二就 キ、 林(信 雄)ハ 軍 掲 、 散 在 ノモ ノ併

セ テ51.4%、 籏生(氏 ハ珠 数 状、塊 聲 歌 トス)!

第14表

モ ノ41.7%テ 、 臼 井 ・牛 野 雨 氏 ハ 軍 燭21.7%、

散 在(2-3個)13.8%、 籏 生64.5%テ 、 服 部 ハ

軍 掲(1--3個)ノ モ ノ34.7%散 在(4-10個)ノ

モ ノ59.7%、 籏1生 ノ モ ノ4.5%テ 算 シ、 林 、臼

井 ・李 野 ハ 籏 生 ノ モ ノ多 シ ト謂 ヒ、 服 部 ハ 散 在

ノ モ ノ多 シ トセ リ。

余 ノ調 査 ニ テ ハ 第14表 ノ如 ク散 在 ノ モ ノ57.6

%ニ シ テ最 モ 多 ク、 籏 生24.1%、 軍 掲18.4%

ノ順 位 二減 少 セ リ。 而 シ テ軍 掲 ノモ ノ ハ 女 子 二

多 ク、 散 在 ノ モ1ハ 男 子 二 多 キ モ 、 籏 生 ノ モ ノ

ハ 男 女 全 ク 同 卒 ナ リキ 。

頸腺結核分怖状況 ト性及 ビ年齢 トノ關係

性i分怖綱ト・一

軍

在散

生震

男
女
合
計

男器 量1墨 壷 器1量 器i圭 瀞 量 藁 墨 播
暮圭 量1(12止1墾1ぐ27鎚125卑壷12竺墨 讐:童書24圭
軍 掲144(19.2'127(19.5)17722.5.52t21.5.12824.1)428(21.2、

女 散 在_璽66・43275・ ・3、』1(56・ ・)L些4鍾 ・4).」3妬 ・71璽 型 上
籏 生i33(14.4,⊃196(30.2)168(21.4)15623.1135(30.3/488(24.1、　 　 　 　 　 　 　
合 計122965017862421162023　　 へ 　　 　 　へ 　　 　

74(16.0)181 .16.4・257(19.3・83122.0、38、22.4,633(18.4・

325 、70.3)605(54.7.772157.9'・206(54.6)77(45.3、1985'57.6

63 、13.6b

合 計462

320(28=9Z?1305(22・9-'

11061334

88・23.3、55(32.4)183124.1、

377170 3449
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年 齢 別 二 櫨 ル 昌 躍 猫 ノモ ノハ1-10歳16・0%

ノ最 小 率 ヨ リ 加 齢 ト共 二 徐kA塘 加 シテ41儀

以 上22,4%最 高 二 達 ス ル モbソ ノ間 昌 於 ケ ル

年 齢 動描 ハ少 シ トス。 散 在 ノモ ノハ之 レ高反 シ

テ1・-10歳70.3%最 高 率 昌 シテ、11・-20tt、21

-一・30tt
、31--40趣 ハ何 レモ 略1同 率aシ テ56

%前 後 ラ示 シ、41歳 、以 上 二至 レバ最 低45.3%

トナ レ リ。 籏 生 ノモ ノハ 最 高 率41翫 以 上32・4

%ニ シテ11-20貰28.9%、31-40歳123.3%,

21--30tt22.9%ノ 順 位 トナ リ 最 低 率1--10tet

13.6%ナ リキ。

更 二、 罹 患年 齢 テ男 女 別 二蜆 察 スル ニ、 軍 掲 ノ

モ ノニ ハ男 子31・一'40tt最 高23.O%、41歳 以 上

18.5%之 レニ 次 グ ガ、1--30歳 ノ各10年 期 ハ

略1同 率13%前 後 ナ リ、女 子 ニハ1-10歳 最 低

19.2%ヨ リ加 齢 ト共 二徐 々 二」曾加 シ41歳 以 上

24.1%最 高 ナル モー 般 二年 齢 的 動揺 少 シ。散 在

ノモ ノハ 男 子1-一一一10歳最 高74.2%ニ シテ 加齢

ト共 二 減 少 シ41歳 以 上 最 低44・4%二 達 スル

モ、 女 子 ハ1-10歳 最 高66.4%、21-30歳 及

t31-40歳 略1同 卒 ニ シテ56%前 後b11-20

歳50.3%,41歳 以 上45.7%ノ 順 位 ナ リ。 籏 生

ノモ ノハ男 チ1-10歳 最 低12.9%ニ シテ、11-

40歳 各年 齢 期 略1同 率25%前 後 、41歳 以 上

37.0%二 達 シs女 子 ハ1-10歳 最 低14.4%b

21-40歳 各年 齢 期 略k同 李22%前 後 、11-20

歳 及 ビ41歳 以 上30%強 二達 ス。
『即 チ

、頸 腺 結核 ノ分 怖 状 況 テ見 ル ニ、 軍 掲 ノモ

ノ ヨ リ2個 以 上 ノモ ノガ多 ク、或 ハ集 積 シ、 或

ハ 團塊 、 或 ハ散 在 シ、之 レテ個i別、 年 齢 上 ヨ リ、

軍 掲 ノモ ノハ女 子 二多 ク、 且 ツ、年 長者 二罹 患

李 高 キモ、 散 在 ノモ ノハ之 レニ反 シテ男 子 二比

較 的多 ク、 加 之 、 年 少者 二多 シ。 籏 生 ノモ ノハ

男 女略 ㌃同率 ニ シテ年 齢 トハー 定 ノ關 係 ナ シ。

然 レ共 、頸 腺腫 ノ登 育 ヘ ソノ経 過 卜共 二壁 化

ス ル コ トア リテ、 群 別 テ立 テ ・、 ソ ノ多 寡 テ判

定 シ タル モ、診 断 當 時 ノ状 況 テ精 示 シタル ニ過

ギ ズ。

二 、 腺 塊 ノ性 状 ハ、 陳 菖 、或 ハ経 過 ノ長短 ニ ョ

リ腺 質 ガ硬 化(増 殖 性)、 叉 ハ軟 化(乾 酪 性 及 ピ

化 膿 性)シ,成 ハ潰 傷及 ピ鷹 孔 形 成 ス ル コ トア

レバ、 一 劃 昌 ソ ノ性 状 ラ臓 別 ス ルハ 必 ズ シモ至

常 ナ ラザ ル ガ、 假 リaKienb6ck及 ピBaisch

南 氏 ノ分 類 昌從 ヒ、 第 一 類(壇 殖 性 一 硬 靭一 可

動)、第 二 類(乾 酪 化乃 至化 膿 性一一柔軟 一癒 著)、

第 三顛(潰 瘍 性 及 ピ有鷹 性)二 分 チ テ臨 休 上親 察

テ下 ス ニb第15表 ノ如 ク、 藤 浪 ・山 臥 肥H,

飯 森 、川 瀬 、三 矢b金 爆 ハ第 一 類60乃 至70%.

第 二 類20乃 至25%.第 三類10乃 至15%ノ 順

位 トシ、 服 部 ハ第 一 類48.6%,第 二 類29.7%,

第 三 類21.6%。 池 田 ハ第 一類73.7%.第 三類

17.9%、 第 二類8.4%ノ 順 位 ラ示 シb佐 藤 ・・第

一 類 b及 ピ第 二類 約47%s臼 井 ・ZF野 ハ第 一 類b

第二 類 約43%ノ 同 李 テb而 シ テ第 三類 ハ何 レモ

之 レ ヨ リ小 トセ.リ。 今 、 是 等 ノ報 告撒 ラ合 計 ス

ル ニ、2106例 ノ内 、 第 一類1170例55・6%、 第

二類746例35.4%、 第 三類190例9・0%ト ナ

レリ。

第15表 邦人諸家 ノ性 質類別表

儲 綿 噸(%)陣 噸(%)1第 三類(%)陶

藤 浪・山田 ⑳(6i璽120(32・8) 1へ:1.6) 61
-

37一
細一
』
㎜一
95

服 部 18(48.6)111(29.7) 8、21.6)
一 一

肥 田
曜一

19678.4)1
一 一

33(13。2)

}

21(8.4)

飯 森 45(57.0) 23(29.1) 11(13.9)
一

佐藤(銀一)

一 一
430(47.6)

一
428(47.4) 45(50)

池 田
一

70(73.7) 8r8.4、
_、__二

821.1)

一
17(17.9)

丁訂 瀬
一
25(65.8)

一 一

5(13.2) 38
-

75
-

172一
謝一

3290
-

5396

三 矢
一

49(65。3)

一
15(20.0)

一
11(14.7)

至 澤 118(68.6)
一
31(18.0)

一 一
23(13.4)

臼井・李野

一
179(45.2) 169(42.7) 48(12.1)

扁 岡
一 一
2387(72.6)

一
621(18.9) 282(8.6)

合 計
一

3557(65.9) 1367(25.3) 472(8.7)

更 二余 ノ3290例 ニ テ モ、 第一 類72.6%、 第 二

類18.9%、 第三 類8.6%ノ 順 位 トナ リ、 第一

類 ノ多 キ ハ蓋 シ患 者 ガ早 ク注 意 シ テ悪 化 セザ ル

内 二書 治 テ乞 フモ ノ多 キ ニ 由 ル モ ノニ シテ腺 腫

ノ檜 悪(化 膿)セ ル モ ノハ本 症 ノ末 期 二屠 シ少撒

トナ リ、殊 二作癒 、 潰 瘍 形 成 スル モ ノニ至 リテ

ハ 更 二僅 少 トナ ル事 當然 ナ リ。
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第16表 頸 腺結穣 ノ性質b性 及 ピ年齢 トノ■係

性1性 質1・ 一・・(%)1・ ・-2・(・6)121-3・(%)131一 ⑳(%)14・ 以上(%)1舘(%)

男

第 一 類!158(71.2) 296(68.0)
1舗(餌 ・8)

86(68.3)134(65.4) 917(67.2)

第 二 類;46(20.7) 94(21.6) 130(24.6) 27(21.4、11(21.2) 308(22.6)

膨

F

l

第三類

合 計1

18(8.1)}45(10.3) 56(10.6) 13(10.3 ,、、7(13.5) 139(10.2)

222・435 謝 126『52

181源L

,

1364

女

第一類!・76(η.6rl菊9(74.5)

6

572(77.2、
,

82(71.3) 1470(76.3㍉

第二類 35(15.8、101(16.4) 123(16.6・ 1斜14.6、2。(、7.4) 313(16.3、

第三類 10(4・5)156(9・1)

酔

46(6.2)
一

18(7,7'冒13(11.3) 143〔7.4)

合 計 221 616 741 233 1115 1926

男
女
合
計

第 一類 334(75.4) 755(71.8) 915(72.0 267(74.4) 116(69.5) 2387(72.6)

第二類 81(18.3) 195(18.6、
「

253(19.9) 61(17.0) 131(18.6) 621(18.9)

第三類 28(6.3)1101(9.6) 102(8.0) 31(8.6);20(12.0) 藪 「(8.6)

合 計
0

44311051 1270 細1、67 3290

此 ノ三 類 ノ男 女 別 罹 患 ハ第16表 ノ如 ク、第 一 類

ハ 男子67.2%、 女 子76.3%ニ シテ女 子 二多 ク

第 二類 男 子22.6%、 女 子16.3%、 及 ピ第 三類

男 子10.2%、 女 子7.4%ト ナ リ男 子 二 多 シ。

之 レ女子 ガ美 容 上 、男 子 ヨ リ初 期 二治 療 ラ求 ム

ル モ ノ多 キ ダ ケ、 第 二類 、 第 三類 二少 キ所 以 ナ

リ。

又、年齢上 ヨリハ、第一類 ハ男女共 二各年齢期

二大差ナク、凡 ソ69%乃 至75%ノ 間 ラ昇降ス

ルモ、1-10歳 ノ幼年期二比較的多 ク、 第二類

モ亦男女共、年齢別二高低ナ久 略118%ラ 前

後 ス。第三類モ性別ナク、年齢上同様 ノ成績 テ

示 セルガ、第一類ハ幼年者二、第三類ハ高年者

二好登 スル傾向アルモノナリ。

第五章 頸腺結核 卜他疾患 トノ關係

頸 腺 結 核 ノ研 究 多 キ モ、患 者 ノ銑往 疾 患 二注 意

テ擁 ヒ タル モ ノハ 鳥 居、 臼井 ・李 野 ノ ミニ シテ

(第17表 参 照)、鳥 居 ハ120名 ノ内、銑 往 歴 ナ キ モ

ノ及 ピ甑 往 歴 アル モ 非結 核 性 ノモ ノ 合 計87名

72.6%、 結 核 性 ノモ ノ33名27.4%(氏 ハ頸 腺

第17表

結 核7名 、 虚 弱18名 テ加 ヘ テ58名Fス 》bコ ノ

内、呼 吸 器結 核 最 モ多 ク、26名78.8%二 當 リ、

就 中肋 膜 炎 ハ16名61.5%テ 占 ム ト。 臼 井 ・準

野 ハ432名 ノ内、非 結 核 性 既 往 者306名70.8%

結 核 性 既 往 者126名29・2%ア リ、内、 呼 吸 器 結

邦人諸家報告ノ頚腺結核患者既往症

饒 往 疾 患』 居
1

ll

臼 井 ・ZF野

輻 岡

男(%)1女(%)1合 計(ク6)

麗 劉
16(13.3) 73(16.9) 103(14・8)1114(10・9) 217(12.5)

6(5.0) 22(5.1) 43(6。2)149(4.7) 92(5.3)

ソノ他 4(3.3) 1(0.2) 7(1.0) 8(0.7) 15(0.8)

清 化 器 結 核 3(2.5) 18(4.2) 27(3.9) 35(3.3) 62(3.6)

泌 尿 器 結 核 13(1.9) 9(0.9) 22(1.3)

外 科 結 核 4(3.3) 12(2.8) 23(3.3) 38(3.6) 61(3.5)
馳

レ

;

非結核性疾患
}翫(蘭

120

}3・6(綱

197(28.4) 269(25.7) 466(26.8)

無 シ 281(40.5) 524(50.1) 805(46.3)

合 計
一 一

432 6941 1046 1740
一
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核96名76.2%・=シ テ、就 中、肋膜 炎78名76・0

%二 達 セ リ ト。

余 ハ1740名 ノ既 往症 ラ 調査 をタ ル 晶 健 在 ノモ

ノ805名46.3%、 既往 症 ア リ シモ ノ935名53.7

%ナ リ。 内、非結 核性 疾 患466名49,8%、 結 核

性 ノモ ノ469名50.2%ニ シテ、更 昌bソ ノ内 昌

ハ呼 吸 器 結 核 最 多324名69.1%b就 中、肋 膜 炎

217名67.0%.肺 結 核92名28.4%ナ リ。 ソ ノ

他 、 消 化 器 結 核62名13・2%、 泌 尿 器 結 核22名

4.7%、 外 科 結 核61名13.0%ア リキ。

即 チ、 鳥 居 、 臼 井 ・不 野及 ピ 余 ノ調査 二於 テ 知

ル如 ク、 頸 腺 結 核 ノ既 往 歴 ニ ハ健 康 乃 至 非 結 核

性 疾 患 者 多 ク、72.6%テ 占 メ、結 核 性 疾 患羅 患

者27.4%ニ シテ、 ソ ノ内、呼 吸 器 結 核71・0%、

滑 化 器 結 核13.2%、 外 科 結 核12.3%、 泌 尿 器

結 核3.5%ノ 順 位 トナ リ。 呼 吸 器 結 核 ノ内 ニハ

肋 膜 炎68.6%、 肺 結 核26.9%、 ソ ノ他4.5%

ナ リキ。

更 昌、 頸 腺 緒 核 患 者 ノ他 精 核症 合 併 ノ有 無 昌就

キ(第18表 馨 照)、 佐 膿(銀 一・')b三 輪,肥 田 ハ

無 帖 核 合併81%以 上,紹 核 合 併19%前 後;シ

テ、 佐膿 ハ ソ ノ内,肺 結 核73.8%aシ テ多 ク,

潰 化ue8.3%、 泌尿 雅8・6%.外 科 精 核14・3%

ナ リ トシb三 輸 ハ肺 結 核40.O%,及 ピ外 科 結 核

40.0%同 率 昌 シテ,ソ ノ他 ハ20。0%。 肥 田 ハ

外 科 緒 核58.8%、 肺 尖 慢 潤29.4%.肺 結 核11.8

%ヲ 霧 ゲ リ。 林(信 雄Dハ 無 結核 合併70.8%.結

核 合 併 者29,2%ノ 内、 肺 結 核47.6%.外 科 結

核19・O%、 ソ ノ他14.3%以 下 ナ リ ト。 佐藤

(進)・・無 結 核 合併66.0%、 結 核 合 併34.0%b

ソ ノ内、 肺 尖加 答 見45.5%、 肺 結 核16.0%、

外 科 結 核34.5%、 ソ ノ他4.0%ナ リ。 服 部 ハ結

核 性 合 併 者55.7%、 ソ ノ内 、 肺 結 核24.7%、

肋膜 炎12.9%、 外 科 結 核56.5%.〃 他5.9

%ラ 霧 ゲ タ リ。

以 上 ハ何 レモー般 臨躰 上所 見 ナル ガ、鳥 居 ハ臨

第18表 邦人諸家報告ノ頸腺結核患者合併症

合 併 症1佐藤(進)1三 輪1肥 則 服 剖 ㌦ 一野 鳥 居1壼田・山廟(離)擁 岡
r

肺結核
呼結

32(5・4) 4(7.4) 2(2・0) 21(15・0)

一

一一}一}一 一 一

1籔・島1)雛:男 織 動 10(13。9)

一 皿 　一_

86(22.6〕

馨核隙 炎
2(0・3)

一

11(7・9) 鷲:δ楓 鋤 2②8♪ 艀(各4

ツ ノ他 91(15・5) 1(1・9) 5(5・0) 1(0・7)
。114(950)i30(357)

3(4.2);23(6.め一
消化器結核 6(1・0) 1(1・9)

q(2・1)
8(0・5) i

泌尿器結核 1(0・7) 21(1・4)

2(28)l
i34(28

.3)}55(65.5)4(5.6)・23(6.1)

姶(35d4㈹5、(7⑱ 、聯 ⑳

外 科結 核 69(11・7) 4(7・4) 10(10・0) 48(343) 35(2・3)

捧
結核性合併
ナキモ ノ

388(66・0) 44〈81・5) 83(83.0) 62(44・3) 1246(83・6)

　 一

「_

_1_
120i84合 計 588 54 100 140 1490 721380

(淺原氏 ハ69例 ノ内7例(10.1%)二 肺結 核 ヲ謹 セ リ。○印 ハ胸廓内 「レ」的槍査 二櫨 ルモ ノニ シテ、鳥居 ハ臨脈、「レ」的雨検索 ヲ伽)

躰 上 、 及 ピ「レ」線 上 ノ雨検 査 テ施 シ、 臨休 上 ニ

テ ハ、 結 核 疾 患 合 併 者65.0%テ 示 シ、 就 中、肺

結 核48.7%、 胸 膜 炎後 胎 症7.7%、 外 科 結 核

43.6%ア リ。 無 結 核 合 併 者35.0%ナ ル モ、「レ」

的 ニハ120名 ノ内、 肺 結 核56.6%、 氣 管 枝 腺 結

核95.O%胸 膜 炎 後胎 症19.1%ト ナ レ リ。 富

田 ・山崎 モ 「レ」的 検 索 ニ ヨ リテ、肋 膜 炎及 ピ同後

始 症50.O%、 肺 結 核42.9%、 肺 門 結 核 及 ピ結

核 性 肺 間 質」曾殖35.7%、 腋 窩 腺結 核 合 併 者65.5

%、 結 核 合 併 ナ キモ ノ4・8%ト 謂 ヘ リ。

余 モ亦 、 頸 腺 結 核 患 者380名 ノ胸 廓 内 「切 的検

査 テ施 行 シタル ニ(第19表 参 照)、 病 髪 ア リ シ

モ ノ141名37.1%、 ソ ノ内、肺 結 核86名61.0

.%、 肋 膜 炎及 ピ同後 胎 症32名22.7%、 肺 門腫
ノ

脹23名16・3%ナ リキ。 ソ ノ他 二腋 窩腺 結 核23

名9.6%テ 認 メタ レバ、 結 核 性 合併 ナ キモ ノハ



葉5貌 】 腸岡謬結核性頸郁淋邑腺炎ノ競計的戴築 痂

第19表 、.頸腺結核 患者 ノ胸 部「レ」的所 見 第20表 邦人諸寮報告ノ既挫及ビ倉併症比較

一型

型

一型

型

亟
麗

瀟

ー

-

廣
汎
性
肺
結
核

「VJ的VMI症 例(%)吟 計(%)

滲 出 型116(4.2)

早 期 渡 潤

肺 尖 結 核

肺 門 結 核

膜炎及同後胎症

肺 門 腫 脹

異 常 ナ キ モ ノ

計

23(6.1)

5(1.3)

5(1.3)

16(4.2)

5(1.3)

10(2.6)

6(1.6)

32(8.4)

23(6.1)

239(62.9)

可

86(22.6)

(肺 結 核)

55(14.5)

239(62.9)

380

216名56.8%ト ナ レ リ。

即 チ、 「レ」的 検 索 二掠 リタル モ ノハ(鳥 居 、 富

田 ・川 崎、 輻 岡)肺 結 核32.3%、 肋 膜 炎 及 ピ同 後

始 症16.6%ニ シテー 般 臨 休 的検 査 二殊 レル(佐

藤(進)、 三輪 、 肥 田、 服 部 、佐 藤(銀 一)、 林)

肺 結 核10.2%、 肋膜 炎0.6%二 比較 シ.著 シ ク

高 卒 ナ リ。 之 レ「レ」的 検 索 ニ ヨ リ容 易 二病 竈 テ

嚢 見 シ、 殊 二潜 在 性 肺 結 核 、 肋 膜 炎後 胎 症 等 テ

モ謹 明 シ得 ル ニ ヨ レバ ナ リ。

更 二、 余 ノ 合 併 肺 結 核86例 ニ ハ 廣 汎 性 ノモ ノ

65例75.6%ア リテ、 内 、増 殖型35.4%、 滲 出

型 及 ピ 混 合 型 各24.6%、 硬 墜 型 及 ピ 播 種 型 各

7.7%ニ シテ、 慢 性 ノ脛 過 テ探 レル モ ノ多 カ リ

キ。 鳥 居 ハ頸 腺 結 核 患 者 二詮 明 セル氣 管 枝 腺 結

核 及 ピ肺 結 核 ハ概 ネ陳 薔 性 像 テ呈 シ、 且 ツ、 臨

躰 的徴 候 輕 微 ニ シテ所 謂 潜 在 性 結 核 ト認 ムペ キ

モ ノ多敷 ナ リ ト謂 ヘ リ。 ∴

以 上 諸 家 報 告 ノ結 核 性 疾 患 既 往 ト合 併(臨 抹 的

検 査 テ施 行 セ ル モ ノ)ト ヲ比 較観 察 スル ニ(第20

表参 照)結 核 疾 患 ノ罹 患 卒 ハ既 往 、 合 併 何 レモ

26%前 後 ニ シ テ、 内、 呼 吸器 結 核 最 モ多 ク、既

往19.5%、 合 併15.9%テ 占 メ、 就 中、 肺 結 核

ハ既 往5.2%、 合 併11・2%ニ シ テ、 合 併 者 ハ

既 往 ノ2倍 テ示 スモ、 之 レニ反 シテ、 肋 膜 炎 ハ

既 往13.4%、 合 併0・8%ト ナ リ、既往 ノモ ノ=

遙 カ ニ高 率 ナ ル ハ言 フ迄 モ ナ シ トス。 浦 化 器 結

肺結核

病 名1附 症(%)吟 併 症(%)
胃}踏適}一 …}一

120(5駕)}287(11.2)

羅簸{遜
306(13.4) 21(0.8)

20(0.9) 101(3.9)ソ ノ他_一 一
消化 器結核 83(3.6) 20(0.8)

泌 尿器結核 22(1.0) 22(0.9)

外 科 結 核 77(3.4) 204(8.0)

非結檀及ビ無症 1664(72、6) 1916(74.8)

合 計 2292 2560

核 ハ既 往3.6%、 合 併0.8%、 泌尿 器 結 核 ・・既

往1.O%、 合 併0.9%テ 示 シ何 レモ少 クb外 科'

結 核 ハ既 往3.4%、 合併8.0%ニ シ テ合 併 セ ル

モ ノ多 ク、・就 中 、 腋 窩腺 結 核 多 シ トス。 鳥 居 ハ

結 核 性 既 往 アル モ ノ33名 ノ全 敷 二 氣 管 枝腺 結

核 テ謹 明 シ、肺 結 核 ・・19名57.6%テ 認 メ リ ト。

余 ・・結 核 性 既 往 無 キモ ノ268名 ノ内.肺 結 核53

名20.O%、 結 核 性 既往 アル モ ノ112名 ノ内、肺

結 核33名29.3%テ 謹 明 セ リ。

今 、他 ノ結 核 疾 患 ノ結 核 性 既 往 症 テ蓼 酌 スル ニ、

高 橋 ハ200名 ノ泌尿 器 結核(圭 ト シテ腎 臓 結 核 》

患 者 ノ内、 結 核 性 既 往 症57・5%ア リテ、呼 吸器

結 核 ハ ソ ノ大 牛 テ占 メ93.9%テ 示 シ、 ソ ノ内、

肋 膜 炎50.0%ナ リ ト。 板 津 ハ脊 椎 「カ リエ ス」

患 者384名 二於 テ結 核 性 既往 症38・2%ア リテ、

内、 呼 吸 器 結 核83.7%。 就 中、 肋 膜 炎82・9%

ナ リ.ト。

即 チ、 頸 腺 結核 患 者 ノ結 核 性 既往 症 ハ他 ノ結 核

性 患 者 、例 ヘ バ泌尿 器 結 核 、 及 ピ脊 椎 「カ リエ

ス」 患 者 ノ結 核,1生既往 症 二比 較 シテ遙 カ ニ少 シ

トス。

斯 ク、 既 往 症 、 合併 症 ヲ臨林 上 分 チ タ ル モ、 果

シ テ之 レテ囁 別 シ得 ル ヤ否 ヤ ノ討 究 二就 キ テハ

材 料 ガ患 者 ノ申告 ニ ヨ リタ ル ニ過 ギザ レバ,ソ

ノ撒 字 的設 明 ノ有 意 義 ナ ル カ疑 義 ナ キ ニ非 ザ ル
ノ も

モ、 弦 ニ ハー般 報 告 二微 フ テ調 査 シタル モ ノナ

リ。 然 レ共 、 一般 二或 ル臓 器 結 核 ハ結 核 性 既往

症 テ有 ス ル モ ノ多 キ ニ反 シ、 頸 腺 結 核 患 者 ニハ

少 キモ ノニ シテ、 叉 、 合 併 症 テ呈 スル コ トモ少

キ モ ノナル ガ、 唯 、 腋 窩 腺 結 核 ガ比 較 的 多 キ コ
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トハ特 二注 目 ス ベ キ所 ナ リ。

更 二、 肺 結 核 合 併者 ノ羅 患 年 齢 二就 キ、 鳥 居 ハ

頸 腺 結 核 患 者120名 ノ内、 肺 結 核 稲 患 者68名

56.6%ア リ テ、 就 中b幼 年 期(1-15歳)ノ モ ノ

ニ ハ21名 ノ内、8名44.4%b中 年 期(16-25

歳)76名 ノ内、48名63.1%b成 年 期(26歳 以

上)23名 ノ内、12名60.0%ナ リ。EPチ 、 中 年

期 ノ雁 患 傘 ガ最 高 ニ シテ、 成年 期 、 幼 年期 之 レ

ニ次 グ ト謂 ヘ リ。余 ノ頸 腺 結 核 患者380名 ノ内b

肺 結 核 羅 患 者86名 二於 テハ(第21表 器 照)、 ソ

ノ罹 患 李 幼 年期15.3%、 破 瓜期31.5%、 青年 期

24.2%b肚 年期23.5%、 老 年 期9.5%ニ シテ、

破 瓜期 二最 モ多 ク、 青年 期 、 肚 年 期 、 幼 年 期 、

老 年期 ノ順 位 テ示 シ、 大 略 、 内務 省 全 結 核 死 亡

年 齢(前 述 第4表 審 照)二 順 慮 スル モ ノナ ル テ知

レ リ。

第21表 頸腺結核患者 ノ肺結核合併者年齢

年 副 男子1好1合 訓 鷺 警(%)

1--15(幼 年 期) 52 46 98 15(15.3)一
16-20(破 瓜 期) 40 49 89 28(3L5)

・21-25(青 年 期)
し

40 51 91

一
22(24.2)

126-40(肚 年 期) 37 44 81

一
19(23.5)

「

41以 上(老年 期) 9 12 21 2(9.5)

合 計 178 202

一
380186(22.6)

項腺結核患側 ト肺結核病竈側二就キ、富田・山崎

ハ「レ」的検査二依 リ肺結核合併者55例 ノ内、右

肺患24例 、左肺患6例 、雨肺患25例 アリテ、

頸腺結核罹患側 ト特殊 ノ關係ナ久 一般 二肺結

核 ノ漿化廣汎ナル程、頸部淋巴腺 ノ罹患範園げ

培 シ、肺結核限局セルモノニハ頸部淋巴腺 テ侵

スコ ト少シト。鳥居ハ頸腺結核 二於 ケル肺結核

ハ、腺腫 ノ種類及 ピ患側 ノ如何 二拘 ラズ、肺右

側 デ侵襲 スルモノ多 ク、鎮骨上窩腺結核 ノモノ

ニハ患側 二關係ナク氣管枝腺結核 ハ雨側 二多

ク、肺結核ハ右側二多キモ、胸膜炎後胎症ハ猫

リ鎖骨上窩腺 ト概ネ患側 テ同フスルモノニシテ

結核性胸膜炎二績登セル鎖骨上窩腺結核 テ想像

シ得ル ト謂《・リ。今、余 ノ肺結核合併者86例 二

於 テ(第22表 参照)、 右肺患22例 、 左肺患17

例、雨肺患47例 ニシテ、頭腺腫 ノ扁側、雨側 二

錦22表 頸腺績核昌合併セル肺結核病竈側

琳 儲1合 伽 嚇儲 糖(%)

右 側(20)

右 側 5(25,0%)

左 側 2(10.0%)

雨 側 13(65。0%)

左 側(18)

右 側 3(16,7%)

左 側 4(22.2%)

嗣 側
一 一

11(61,1%)

爾 側(48)

右 側 14(29.2%)

左 側 11(22.9%)

雨 側 23(47。9%)

合 計(86)

右 側 22(25.6%)

左 側

雨 側

17(19.8%)

47(54。6%)

拘 ラズ 肺 結核 ハ 常 二雨 側 テ 同時 二 侵 ス コ ト多

久 右 頸 羅 患 者 二雨 肺 患65.0%b左 頸 ノモ ノニ

ハ 雨 肺 患61.O%、 雨 頸 ノモ ノニハ 雨肺 患47.9

%ア リ。 叉 、 頸 右側 ノモ ノニ於 テ、肺 右側25.0

%、 肺 左側10.0%、 頭 左側 ノモ ノニハ 肺 右側

16.7%、 肺 左 側22.2%、 頸 雨 側 ニハ肺 右 側29.2

%、 肺 左 側22・9%ナ リ。

即 チ、 頸 腺 結 核 患 者 二合 併 セル肺 結 核 病 竃 ハ頸

患 側 ノ如 何 二櫨 ラズ雨 肺 罹 患 多 キモ、 扁 側 肺 罹

患 ノ場 合 ニハ預 患 側 ト同側 ノモ ノ多 カ リキ。

胸 廓 内所 見 ト頸 腺 結 核 性 質 二就 キ、 鳥 居 ハ化 膿

性 腺 腫 ノモ ノニ ハ肺 結 核68.9%、 非 化 膿 性 腺 腫

ノモ ノニ ハ52.7%ナ リ トシ、 且 ツ、化 膿 性 腺 腫

二合併 セ ル氣 管 枝 腺結 核 ハ進 行 性 型 二屡 スル モ

ノ過 牛教 テ占 メ、 非 化 膿 性 腺 腫 ニハ治 癒 期 ノモ

ノ多 教 ナ リ シ ト謂 ヘ リ。

余 ノ胸 廓 内 「レ」的検 査 セル380名 ニ テハ(第23

表琴 照)、 頸 腺腫 壇 殖 性(第 一 類)ラ 呈 セ ル モ

ノニ ハ、 肺 結核21.5%、 ソ ノ他 病 髪 乳4.5%、

第23表 頸腺結 核性質b胸 廓 内所見 トノ關係

胸廓内
所見

頸腺
結核性質

肺結核

(%)

肋 膜 炎
肺門腫脹(

%)

異常 ナキ

モノ(%)
合計

第 一 類 64(21.5) 43(i4.5) 190(64.0) 297

第 二 類 14(25.0) 7(12.5) 35(62.5) 56
--

27

一
第 三 類 8(29.6) 5(18.5) 14(51.9)

合 計 86(22.6) 55(14.5)239(62.9) 370
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異 常 ナ キ モ ノ64.0%。 頸 腺腫 乾酪 化 或 ハ 化 膿

セル モ ノ(第 二類 》ニハ、 肺 結 核25.O%、 ソ ノ他

病 璽12・5%、 異 常 ナ キ モ ノ62.5%、 頸 腺 力噸i

孔 或 ハ潰 傷 形 成 セル モ ノ=ハ 、肺 結 核29.6%、

ソ ノ他 病 壁18,5%b異 常 ナ キ モ ノ51,9%ト ナ

レ リ。

帥 チ、鳥 居 ソ 胴 ヘ ル 如 ク、 頸 腺 腫 化 膿 シ,或 ハ

痩 孔 テ作 ル モ ノ昌ハ肺 結 核 稲 患 率 多 ヵ リキ。

第六章
惨

頸腺結核 「レ」線治療成績 ノ階梯テ全治、輕快,

不壁 二大別 シテ観察 スルモ、施術 ノ巧拙、患者

ノ忍耐、患部 ノ状況等 ハ治療成績 テ左右 シ、又

輕快、不墜 ト記載 セルモノ・内ニハ中途治療中

止 シタルモノアリテ、果 シテ、 ソノ成績如何ラ

概括 シ難 キコトアリ。,

故 二文獣 二於 ケル治療成績 テ論ズルニ當 リテハ

十分ナル注意テ彿ハザルベカラズ。舷二各自ノ

第24表

頸腺結核 ノ「レ」線治療成績

治徽 績 曙 者 ノ記 スル㍗ 合計 各ル』悌%

表琴照)、患者納撒1452例 ノ内、全治833例57.4
せ ノ 　

%、 輕 快442例30.4%、 不 愛111例7.6%、 不

明66例4.6%ト ナ リ、「レ」線 治 療 ハ大 牛 良 好 テ

示 セ ル コ トハ、 頸 腺 腫 ノ治 療 トシテ先 ヅ第 一 著
ても

二施 行 スベ ク、 而 モ相 當 ナル成 績 ラ暴 ル モ ノ ト

言胃ハ ザ ル ベ カ ラズ。
1㍉

放射術式二就キテハ,治療数果顯著ナル ト同様、

邦 人諸家 ノ頸腺結核 「レ」治療成績

報 告 者1年 代1例 剥 全 治(%)悔 快(%)1不 愛(%)1不 明(%)
。肥 田(1)

明治45 ,24 6(25。0) '

土 肥 大正1 、、15 7(46.7) 6(40.0) 2(13.3)

丸 山 大正2
'32

14(43.8) .・2●(6.3) 2(6.3) 14(43.8)

藤浪 ・山田 大正3 61 28(45.9) 24(39.3) 9(14.8)

肥 田(2) 大 正3 101 63(62.4) 33(32.7) 5(5.0)

服 部 大 正'3 37 12(32.4)
可

,ll13(35 .1) 4(10.8) 8(21.6)

河 内 山 大正3 32 ・25(78.1) 12(6.3) 4(12.5) 1(3.1)

肥 田(3) 大正4 250 123(49.2). 81(32.4) 46(18.4)

飯 森 大 正5 89 18(20.2) 26(29.2) 8(9.0) 37(41.6)

中 村 大正5 15 5(33.3)
一 一

9(60.0) 1(6.7)
。川 瀬

大 正11 148 131(88.5) 17(11.5)

施 一 田 大 正12 95 61(64.2) 27(28.4) 5(5.3) 2(2.1)

三 矢(1) 大 正13 44 37(84.0)
一

噂'7(16
.0) 0(0)・

林(信 雄) 大 正14 72 24(33.3) ・37(51
.4) 11(15.3)

三 矢(2) 大 正15 224 191(85.2) 28(12.5) 5(2.2)

金 澤
一

1昭和4 172 149(86.6) 23(13.4) 0(0)

林.(昌 隆)

一
昭和7 35 21(60.0)' 9(25.7) 1(2.9) 4(11.4)

臼 井 ・ZF野

一
昭和10 178 55(30.9) 115(64.6) 8(4.5)

輻 岡 昭和10 1804 494(27.4) 943(52.3) 367(20.3)

合 計 3256 1327(40.8) 1385(42.5) 478(14.7) 66(2.0)

(但 シ、合計 ニノ・○印 ヲ除外 セ リ)

今 ヤ論 弔 ノ饒 地 ナ キ ニ似 タル モ、 或 ハ深 部 放 射

ラ以 テ可 トシ、 或 バー 般 表 在 性 放 射 テ以 テ良 ト

ス ル モ ノ アル モ、 要 ハ患 者 ノ年 齢 、 榮 養 状 態 、

合 併 症 ノ有 無 、 腺 腫 ノ性 質 い 殊 二新 鮮.陳 薔 及 ・

ピ、 硬 度 、 癒 著 ノ有 無 等 テ考 察 シ、 且 ツ又、 放

射 後 ノ経 過 テ良 ク観 察 シテ適 宜 二加減 スベ キ モ

ノ ナ リ。 余 ノ探 レル放 射 方 法 ノ1例 テ示 セバ、

島津 製 「ダ イヤ ナ號 」、 「クー リッヂ」U型 管 球 使
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用 、 管 球 最 高 電 歴 】0萬 「ヴ 噂ル ト」、 泌 過 板3粍

「ア ルt昌 ユー ム」板 、皮 膚焦 貼 間距 離30糎 、放

射 時 間'・1同6分 乃 至20分(120rヨ リ200r

迄 ト シテ)ニ シテ、10日 乃 至2週 間 ノ 間歌 テ置

キ テ放 射 テ繰 返 セ リ。 而 シテ3同 以 上放 射 シ、

且 ツ縄 過 明 ラカ ナ ル1804例 二於 テ、全 治494例

27.4%、 軽 快943例52.3%、 不 壁367例20.3

%ラ 得 、 之 レテ諸 家 報 告 ユ比 較 スル 昌成績 梢 驚

劣 レル ガ、 数 果 刺 定 ハ各 著 者 二依 リ標 準 ラ異 ニ

シ、 余 ノ示 セル全 治 トハ腺 腫 ノ消失 、或 ハ硬 度

ラ檜 シテ著 明 二縮 小 セ シモ ノテ、 輕快 トハ ソノ

程 度 ノ軽 微 ナ ル モ ノ、 不 壁 トハ3回 放 射 以 上敷

同迄 二及 ブモ未 グ数 果 現 レザ ル モ ノ トセ リ。

一
、 頸 腺 結 核 ノ「レ」線 治 療 成績 ラ年 齢 別 二観 察

スル ニ、肥 田 ハ、1-10歳68.8%、11-20歳63.4

%、21-30歳48.3%、31-40歳83.3%、41歳

以 上66.7%、 即 チ31-40歳 二於 テ最 モ有 敷 ニ

シテ21-30歳 二成績 悪 シ トセ リ。 林(信 雄)ハ

15歳 未満 ノモ ノ ニ 成績 最 好 ニ シテ 加 齢 ト共 二

敷 果 減 退 ス ト謂 ヒ、 之 レ年 少 者 ハ概 シテ早期 治

療 ラ受 クル コ ト多 キ ニ、 成 人若 シ クハ高年 者 ハ

動 モ ス レバ永 クマ デ 腺 塊 テ 放 置 スル 結 果 ナ リ

ト。余 ・・1804名 テ調 査 セ シニ(第25表 参 照)、治

癒 率(全 治 及 ピ輕 快例)ハ1-10歳82.7%、11--

20歳79.9%、21-30歳77.7%、31-一 一40歳82.1

%、41歳 以 上78.9%ト ナ リ、1・一一10歳 二於 テ最

良 好、 漸 次 加 齢 ト共 二成 績 低 下 シ、21-30歳 期

二最 低 ナ ル モ、 更 二、 次 年 度 即 チ、31-40歳 ニ

ハ 再 ピ良 好 ラ示 シ、41歳 以 上 ニ ハ再 ビ不 成 績 ト

ナ レ リ。 今 、 昭和6年 度 内務 省 全 結 核 死 亡年 齢

第25表 年齢 ト泊療成績 トノ闘係

年 齢 周 金泊(%)擁 快e刎 穐(%)
1-10 ㎜

一 一

636
--

655
-}

180
}-

90

73(30,0) 128(52.7) 42(17。3)

11--20

一
176(27.7) 332(52。2) 128(20.1)

21-30

一
158(24.1) 351(53.6) 146(22。3)

31-40

一
60(33.3) 88(48。8) 32(17.8)

1

ヒ

●
41以 上

一
27(30.0)

一
44(48。9) 19(21,1)

合 計
一

1804
一

494(27,4) 943(52。3)

一
367(20.3)

チ参酌 スルニ、 ソノ死亡李ハ頸腺結核治癒享 ト

相封的 ノ關係 テ示 セリ。即チ、頸腺結核治療成

績鼠良 ナル1-10歳 ハ.全 結核死 亡李 ノ最低年

齢期 二該當 シ、頸腺結核治妓不成績 卜共 二全結

核死亡李 モ亦多クナリテ、敷果最不良ナル21-

30歳 ハ全結核死亡最高二達 シ、敷果享再 ピ良好

トナレル31-40歳 ニハ結核死亡者再 ピ減少 シb

41歳 以上 ノ治敷牽低キ時期ハ 全結核死亡比較

的多キモノナリ。

之 レテ要 スルニ、頸腺結核 ノ「レ」線治妓ハ、年

齢 ト密接 ナル關係 ニアリ。即 チ、全結核 二侵サ

レ易キ年齢期 ノモノホ ド赦果不良 ナリトス。

二、「レ」線治療成績 ラ性別二検索 セルモノ紗 シ、

林(信雄)ハ 男子79.1%、 女子86.8%ノ 妓果テ

獲、女性二良好ナリトセリ。

余 ノ治療成績 ハ(第26表 参照)、奏数牽男子77・9

%、 女子80.9%ニ シテ、 女子 二良好ナリ。更

二、年齢別二男女ラ比較 スルニ、10歳 未満ニテ

ハ奏数卒男子83.1%、 女子82.4%ニ シテ男子

二稽 、良好ナル如キモ、11歳 以上 ノ各年齢朗ニ

テハ女子二有敷李高 シ。林 ハ女性ニハ概 シテ治

療回敷多 ク、男性ニハ長期間放射 ノ少キ結果二

第26表 性別 ト治療 成綾 トノ關係

男(%) 女(%)

年 齢
人 則 全 治悔 快i不 璽 人 則 全 治擁 快1不 愛

1-10 124 21.8 61.3 16.9 119 38.7 43.7 17.6

11-20 256 21.1 57.0 21.9 380 32.1 49.0 190

20.821-30 241 24.1 51.2 24.8 414 24.1 55.1
閏

巳
31-40 59 35.6 44.1 20.4 121 32.2 51.3 16.6

41一 以 上 33 18.2 54.5 27.3 57 25.0 56.3 18.8

合 計 713 23.3 54.6 22.2 1091 30.1 50.8・ 19.1
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由來 シ、 必 ズ1シモ性 ニ ヨル直接 ノ影響 昌非 ズ シ

テ、 女 性 ハ全 治 ラ希 望 ス ル熱 心 ヨ リ、 受 療 同敷

モ多 ク、從 ツ テ治 癒 李 ノ男 子 二比 シテ多 キ所 以

ナ リ ト謂 ヘ リ。 余 モ亦 同様 ノ思 考 テ抱 クモ ノ昌

シテ,余 ノ場 合 二於 テ モ男 子 一人 放 射 李均 回敷

6・5同 、 女 子8.9同 二當 リ、 女 子 ハ比 較 的 良 ク

治 療 二努 ム レバ、 從 ツ テ良 好 ナル治 療 成 績 テ納

ムル所 以 ナ リ。

三 、 頭 腺 結 核 ノ患 側 ト 「レ」 線 治 療 成 績 トニ就

キ、 池 田 ハ雨 側 罹 患76.2%、 扁 側罹 患62.5%

ノ治 癒 率 ラ示 シ、 側 別 ニハ差 異 ナ シ トセ リ。 余

ノ成 績 ニテ モ(第27表 参 照)、扁 側 罹 患 ノ左 右 有

敷 率 殆 ン ド同様 ニ シテ、右 側78.0%、 左 側78.2

%ナ ル モ、 雨 側 罹 患 ハ扁 側 罹 患 二比 シ治 敷 李 良

好 ニ シテ81.0%ノ 成績 テ得 タ リ。 之 レ 扁 側 罹

患 ニ ハ痩 孔 乃 至 資 瘍 形 成 ノモ ノ多 ク(余 ノ場 合

二於 テ扁 側 罹 患 者 二來 レル モ ノ57.6%、 雨 側罹

患 者 二來 レル モ ノ42.4%ナ リキ)、 雨 側 罹 患 ニ

ハ増 殖 非 化 膿 性 ノモ ノ(雨 側罹 患者 ニハ60.2%.

第28表

第27表 罹患側 ト治療 成績 トノ關係

扁 側 羅 患 者 ニ ハ39'7%ナ リキ)多 キ事 實=由 ル

モ ノナ リ。 即 チ、療 孔 、 潰瘍 テ形 成 セル モ ノハ

ー 般 二榮 養 不 良
、抵 抗 力 モ弱 ク、 「レ」線 放 射 成

績 モ不 良 ナ ル モ ノナ リキ。 匙

四 、 頸腺 結 核 所 在 位 置 二就 キ、 林(信 雄)ハ 顎 下

腺 治 敷 率81.9%、 側 頸腺58・1%、 腋 窩 腺 及 ピ

鎮 骨 上 窩 腺 各50.0%ト セ リ。

余 ノ場 合 二於 テハ(第28表 参 照)、有 数 李 側 頸 部

83.2%、 顎 下 部77.0%、 耳 下 部72.7%、 鎖 骨

上 窩 部71.4%ノ 順 位 トナ リb男 女共 二側 頸 部 、

顎 下部 ハ良 好 ナル治 敷 李 ラ示 スモ、 鎖 骨 上 窩 部

(男子)、 耳 下部(女 子)ハ 比 較 的 不 良 ナ リキ。

林(信 雄1ハ 顎 下腺 ノ治 敷 李 良 好 ナ ルへ 該 部罹

o

豪生部位 ト治療成綾 トノ關係

部 位
男 女 合 計

人 員 険 治及妄(%) 人 員1欝 及換(%) 人 員 険 治及換(%)

側 頸 部 128 99(77.3) 389 331(85.1) 517 430(83.2)

顎 下 部 88 65(73.9) 121 96(79.3) 209 161(77.0)

耳 下 部 17 13(76.5) 16 11(68.8) 33 24(72.7)一
鎮骨上窩部 9 6(66.7) 19 14(73.7) 28 20(71.4)

合 計 242 183(75.6) 545 452(82.9) 787 635(80.7)

患者二合併疾患少ク、軍掲ナルニ反 シ、腋窩腺

及 ピ鎮骨上窩腺罹患者 ニハ肺或ハ肋膜疾患 ノ合

併多 ク、又、腋窩腺 ハ深部 二位 シ、鎮骨上窩腺

ハ鎖骨下二隠 レテ放射不十分ナル爲 メソレゾレ

不良成績 トナ レリト。

余 ノ経験 二於テハ鎖骨上窩部ニテモ、放射技術

二不那合 ナク執行 シ得、又、胸内合併症必ズシ

モ多 カラザ リキ、即チ余 ノ成績 二在 リテハ必ズ

シモ所在位置ニヨリ治療成績 ハ左右セラル ・モ

ノニ非ズ トス。

五、林(信 雄)ハ痩孔 アレバ治癒最 モ不良 ナル

モ、非痩孔 ノモノニテハ腺腫 ノ多寡 孤群 ノ別

ナ ク同様 ノ治 癒 率 テ示 ス トセ リ。

余 ノ成 績(第29表 参 照)ラ 観 ル ニ、 治 癒 率 ハ軍

猫 ノモ ノ84.7%、 散 在 ノモ ノ83.8%、 籏 生 ノ

モ ノ66.6%ト ナ リテ、前 二者 ニハ略z同 李 ノ良

好 ナル 成績 テ示 ス モ、 後 者 ハ稽 、劣 レ リ。 即 チ

腺 腫 ノ軍 登 、 叉 ハ散 在 ノモ ノニ ハ治 療 敷 果 良 好

第29表 分怖状況 ト治療成綾 トノ關係

1人尉 全治(%)1輕 快(%)不 難)



310 ㎜岡昌納核性頸部淋巴腺炎ノ読計的厩禦 【第14癌

ニ シテ83乃 至85%ノ 治 癒 傘 ラ示 ス モ、 腺 腫 ガ

略 ℃重 積 、或 ハ癒 合 シテ大 塊 ラ爲 セパ前 者 昌比

シ梢 、不 良 トナ リ、 略167%ナ リキ。

六 、 更=、 頚 腺結 核 ノ1性質 テ前 述 第一 類(檜 殖

性)、 第 二 類(乾 酪 乃 至 化 膿1性)、 第 三類(潰 瘍 叉

ハ痙 孔 アル モ ノ)、二分 チ テ、 諸 家 ノ報 件 テ比 較

ス ル ニ(第30表 審 照)、膿 浪 ・山 田 雨 氏 ハ 第 一類

90.0%、 第 二類80.0%、 第 三類 ハ 末融 ナ リ ト

シ、 服 部 ニハ 第一 類72.2%、 第 三類62.5%、

第 二類36・4%ノ 順 位,肥 田 ニハ 第 三類90,5%、

第 一 類82・1%、 第二 類72.7%,池 田 ニハ第 三

類94.1%、 第一 類92.2%,第 二 類87・5%ナ リ

卜。 金 爆 ハ 第一 類90・7%,第 二類83・9%.第

三 類69.6%昌 シテ,各 家 ノ成 績 必 ズ シモー 定 セ

ヅ ル ガ、 今,緒 家 報 告 ラ合 算 ス レパ 第 一 類442

例 ノ 内382例86・4%,第 三類70例 ノ 内56例

80.0%、 第 二 類103例 ノ内77例74・8%ノ 治 癒

ラ示 シ、 第 一類 最 良 、 第 三 類、 第 二類 ノ順 位 ト

ナ ル モ、 余 ノ成緻=テ ハ、 第 一類81.0%、 第 二

類74.1%,第 三 類70.9%ノ 順 位 ニ シテ、 第 二

類 ノ成 績 ハ 第三 類 ノ成 績 ヨ リ勝 レ リ。 而 シ乳

今 、文 獣拉 二余 ノ統 計 敷 ラ合 ス レバ第 一 類82.5

%ニ シテ 最 良 ナル モb第 二類74・4%.第 三類

74.7%ハ 略Z同 様 ナ リ。

第30表 邦人諸家報告ノ頸腺結核性質b治 療成績 トノ關係

報 告 者
第 一 類 第 二 類 第 三 類 合 計

人員禽篠(%) 順 麿篇(%) 順 麟 覇(%) 人鴫 嬰 蕩(%)
藤浪 ・山 田 40 36丸90.0) 20 16(80.0) 1 0(0) 61 52(85.2)

服 部 18 13(72.2) 11 4(36.4) 8
一

5(62.5) 37 22(59。5)

肥 田 196

一
161(82.1) 33 24(72.7) 21 19(90.5) 250 204(81.6)

池 田 70 65(92.2) 8 7(87.5) 17 16(94.1) 95 88(92.6)一
金 澤 118

一
107(90.7) 31 26(83.9) 23 16(69.6) 172 149(86.6)

輻 岡 1175 952(81.0) 214

一
159(74.1) 96 1179(79.4)

合 計 1617 1334(82.5) 317 236(74.4) 166

68(70.9)1485

124(74.7)12100

一
1694(80.7)

七 、治 癒 二至 ル迄 ノ「レ」線 放 射 同歎 ノ多 少 ハ、

放 射條 件 二關 與 スル モ ノニ シテ、 之 レ テー 律 二

比 較観 察 スル ハ不 可 ナ ル モ、各 著 者 二於 テ、同一

條 件 ノ下 二加 療 セ ラ レタル場 合 ノ放 射 同 藪 テ観

ル ニ(第31表 参 照)佐 藤(銀 一)ハ 皮 膚 焦 鮎 間 距

離20楓1-2粍 ノ「アル ミニ ユー ム」板 テ以 テ
0濾 過

シ、1同5-8且 テ放 射 シ タル ニ 第 一 類 ハ

1人 平 均6.2同 、 第 二類 ノ内,癒 著 結 締 織檜 加

アル モ ハ12.3同 、 化 膿 セ ル モ 〃 ・18.2同 、 第

三 類16・9同 テ要 セ リ ト。 池 田 ハ 皮 膚 焦 黙 間距

離30糎 、3粍 ノ 「アルZニ ュー ム」板 ニ テ濾 過

シ、1同 放 射 量5且 トシタル':b第 一類 ニハ卒

均 放 射 同撒(118日 間)8.3同 、第 二 類(138日 間)

9.6同 、 第 三 類(180日 間)12.8回 テ要 セ リ ト。

即 チ、 第 一 類 ハ最 短 時 間 ニ テ、 且 ツ、 同撒 モ少

ク治 癒 ス ト謂 ヘ リ。余 ハ 圭 トシテ既述 ノ如 キ放

射 方 法 テ探 レル=、 全 治 者410名 二於 テ、 第 一

第31表 頸腺結核性質ト全治迄ノ放射同歎

著 者i佐 藤(銀一)陣 田 陣 岡-

人 員 903名 95名 410名

第 一類 6.2回 8.3同(118日) 8.6同

第二類 癒 著性12.3同
化膿性18.2同

9.6同(138日) 11.2同

第三類
`

16.9同 12.8同(180E) 13.9同

類8.6同 、 第 二 類11.2同 、 第 三 類13.9同 ナ リ

キ。

即 チ、檜殖性ニテ可動 ノモノハ最モ少同歎 ニテ

治癒 シ、乾酪乃至化膿性 ノモノ之 二次ギ、痩孔

又ハ潰瘍形成セルモノハ比較的多 クノ同歎 テ要

シタリキ〇

八 、結 核 性 就往 症 ラ有 ス ル モ ノ469名 、有 セザ

ル モ ノ1271名 二就 キテ頸 腺 結 核 ノ治 療 成績 テ

親 ル ニ、 第32表 ノ如 ク、結 核 性 既往 症 テ有 ス ル

モ ノ ・奏 敷 李75.1%ハ 然 ラザ ル モ ノ ・奏 数 車
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第32表 既往症 ト治療虞接 トノ蘭係

既 往 矧 人則 全治(%)鰍(%)穫(%)

結核性疾患

ラザルモ ノ

合 計 煮騰
2(49.5)117(24.9ノ

72(52.9)(18.9)

452.035720.5

81.1%二 比 較 シテ劣 レ リ。

林(信 雄 》ハ結 核 性疾 患合 併 者17名 二於 テ、ソ ノ

頸 腺結 核 ノ治 療 炊 果 ア リ シモ ノ75.1%、 全頸 腺

結 核 患 者72名 ノ有 敷 李84.6%ニ シテ前 者 ・・成

績 不 良 ナ リ ト。 畠

.余 モ亦、胸 廓 内 「ヒ 的 検 査 セ ル288名 二就 キ テ、

之 レラ見 ル ニ、 結 核 疾 患 アル モ ノ94名 、無 キ モ

ノ194名 ノ治 療 成績 ハ、 第33表 二示 ス如 ク、有

結 核 合 併 者 ノ奏 敷 率69.1%、 無 結 核 合 併 者 ノ奏

妓 奉78.8%ニ シテ、 前 者 ガ成 績 不 良 ナ リキ。

第33表 合併症 レ治療 成績 トノ蘭係

人 員 、全治(%)輕 快(%)不 愛(%)

難 撰il
之 レラ要 ス ル ニ,本 症 以 外 ノ結 核 性疾 患有 無 ハ

本 症 ノ治 療 成績 二影 響 スル コ ト大 ニ シテ、殊 二.

既 往 二結 核症 テ罹 患 セ シモ ノ ト、 結 核 疾 患 合併

アル モ ノ トノ奏 敷 率 ラ比 較 スル ニ、 合 併 セ ル モ

ノハ既 往 二罹 患 セ シモ ノ ヨ リー 層 不 良 ナ リキ。

第七章 結 論

余 ハ我 教 室 ノ 大 正13年 以 降 、 昭 和8年 迄 、 満

10ケ 年 間 二加 療 セ シ頸 腺 結核 患者3449名 ケ基

礎 トシ、 種 々 ノ方 面 ヨ リ統 計 的 観 察 テ試 ミ、 且

ツb1804名 ニハ治 療 成績 テ調 査 セ リ。 ソ ノ結果

ラ纏 括 ス レパ次 ノ如 シ。

-
b頸 腺 結核 患者3449名 ノ 内、 男 子1426名

41.3%、 女 子2023名58.7%ニ シテ、女 子 二多

カ リキ。

二、 頸 腺 結核 ノ好 登 年 齢 ハ男 女 共 二16-25歳.

就 中21-25歳(青 年 期)23.8%二 最 多 、16≒20

歳(破 瓜期)21.5%之 レニ次 ギ、 ソ ノ前 後 二於 テ

ハ漸 次 減 少 シ、大 略 、 全結 核 死 亡年 齢 二順 鷹 ス

ル モ、 頚 腺 結 核 ハ爾 、幼 年 期 ノ5-9歳 二比 較 的

好 登 シ、40歳 以 降 ニ ハ少 シ トス。

三b頸 腺 結 核 ハ、 雨 側 患54・7%ニ シテ、扁 側 患

45.3%ヨ リ多 ク、 扁 側 患 ノ内、 右 側51.1%、

左 側48.9%略1同 李 ナ リ。 而 シテ、雨 側 患 ハ男

子 二多 ク、 扁 側 患 ハ女 子 二多 シ。 更 二、 左 側 患

ハ男 子 二多 ク、右 側 患 ハ女 子 二多 シ トス。

雨 側 罹 患 ハ男 女共 二年 少者 二多 久 加 齢 ト共 二

減 少 スル モ、 扁 側 患 ハ之 レニ反 ス。

四 、頸 腺 結 核 患 者 二 腋 窩 腺 結 核 合併190名5・5

%ア リb内b男 子32・1%b女 子67・9%。 鼠 践

腺結 核 合 併 者 ハ18名0・5%ニ シテ、 内b男 子

61.1%、 女 子38.9%ナ リ。

頸 患 側 ト腋 窩罹 患側 トハ 同側 ノモ ノ多 ク、 又 、

雨 頸羅 患 者 ニ ハ 雨側 腋 窩 腺 合併 ガ 多 シ トス ル

モ、 頸 患 側 ト鼠 践 患側 トニハ ー定 ノ關 係 テ認 メ

ザ リキ。

五 、 頸 腺 結 核 ・・、 側頸 部76.7%、 顎 下部56.3

%、 耳 下 部20.0%、 鎮 骨 上 窩部17.5%ノ 好登

順 位 ラ呈 シ、 同 一部 位 テ侵 スモ ノ44.8%、 各 部

位 二 併 叢 スル モ ノ55.2%ト ナ リ、 軍 登 登 生 ノ

モ ノハ側 頸 部 最 モ多 ク、 各部 位 農生 ノモ ノハ側

頸 甑 顎 下 部 併 登 最 多 ナ リ。 且 ツ、 一側 一 部 位

二登 生 スル モ ノ ト、 雨 側 同部 位 二封 象 二嚢 生 ス

ル モ ノ トハ略 篭同李 ナル モ、 一 側 各部 位 併 登 ヨ

リハ 雨 側 各部 位 併 登 ノモ ノ多 カ リキ。

側頸 部 羅 患 ハ 女子 二多 ク、 顎 下 部 、 耳 下部 、鎮

骨 上窩 部 ハ男 子 二多 シ トス。

側頸 部 罹 患 ハ男 女 共 二各 年 齢 期 テ通 ジテ最 多 ナ

ル主.殊 二女 子21-40歳 二多 シ。 顎 下 部罹 患 ハ

男 子 ニ テハ高 年 者 二、 女 子 ニ テ ハ年 少 者 二比較

的 多 シ。 耳 下部 罹 患 ハ男 子 ニ テ ハ比 較 的 年 少 者

二多 ク加齢 ト共 二減 少 スル モ、 女 子 ニ テ ハ年 齢

的 動揺 少 シ トス。 鎖 骨 上窩 部 罹 患 ハ男 女共 二年

少 者 二少 ク加 齢 ト共 二檜 加 セ リ。

六 、 頸腺 結 核 ハ散 在 ノモ ノ57.6%、 籏 生 ノモ ノ
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24.1%、 軍掲 ノモ ノ18.4%昌 シテb散 在 ノモ

ノハ男 子 昌多 ク、 軍 掲 ノモ ノハ女 子 昌多 キ モ、

籏 生 ノモ ノハ男 女 同 率 ナ リキ。 又、 散 在 ノモ ノ

ハ男 女 何 レモ年 少 者 二多 久 加 齢 ト共 昌減 少 ス

ル モ、軍 掲 ノモ ノハ男 女 共 二年 齢 的 動描 少 キ ガ、

比 較 的 高 年 者 二多 ク、 籏 生 ノ モ ノハ 男女 共 二年

齢 トー 定 ノ關 係 少 ナ シ。

七 、頸 腺 結核 昌ハ増 殖 性72.6%、 乾 酪 乃 至 化膿

性18.9%、 潰瘍 及 ピ有痩 性8.6%ア リ、場 殖性

ノモ ノハ女 子 二多 キ モ、 ソ ノ他 ハ男子 二多 シ ト

スo

増 殖 性 ノモ ノハ男 女共 二比 較 的幼 年 者 二多 ク、

潰 瘍 及 ピ有 痩 性 ノモ ノハ高 年者 二多 キモ、 乾 酪

乃 至化 膿 性 ノモ ノハ 年 齢 トー 定 ノ 關 係 ナ カ リ

キ。

八 、 頸 腺 結 核 患 者 ノ既往 症 テ観 ル ニ、 病 歴 ナ キ

モ ノ46.3%、 病 歴 アル モ ノ53.7%ニ シテ、内、

非 結 核 性 疾 患49.2%、 結 核 性 疾 患50・2%ナ リ、

ソ ノ内、 呼 吸器 結 核 最 多69.1%ア リ、之 レテ内

別 スル ニ肋膜 炎67.0%、 肺 結 核23.4%。 ソ ノ

他 、 滑 化 器結 核13.2%、 外 科 結 核13.0%、 泌

尿 器結 核4.7%ナ リ トス。

九 、頸 腺 結 核 患 者38.0名 ノ 胸廓 内 「レ」的 検 査

上 、 異常 ナ キモ ノ62.9%、 病 慶 ア リ シモ ノ37.1

%、 ソノ内、 肺 結 核61.0%、 肋 膜 炎及 ピ同後 胎

症22.7%、 肺 門腫 脹16.3%ニ シテ、 肺 結 核 ノ

内 ニハ廣 汎 性 ノモ ノ多 ク、且 ツ、 陳 藷 性 ノモ ノ

多 カ リキ。

十、 頸 腺結 核 患 者 ノ肺 結核 合併 李 ハ破 瓜 期31.5

%最 多 、 青 年 期24.2%、 肚 年期23.5%、 幼 年

期15.3%、 老 年 期9.5%ノ 順 位 ニ シテ.略1全

結 核 死 亡年 齢 二順 慮 セ リ。

十一 、 頸 腺 結 核 患 者 二合 併 セ ル 肺 結核 ノ 病 側

ハ、 雨 側54.6%、 右 側25.6%、 左側19.8%ニ

シテ、 頸 患 側 ノ如何 二拘 ラズ雨 肺 罹 患 多 キ モ、

扁 側 罹 患 ハ頸 患 側 ト同側 ノモ ノ多 カ リキ。

十 二 、頸 腺結 核 性 質 ト胸 廓 内 「レ」的所 見 トノ關

係 テ観 ル ニ、 頸 腺 腫 培 殖 性 ノモ ノニハ肺 結 核 二

1.5%、 乾 酪 乃 至 化 膿 性 ノモ ノニハ肺 結 核25.0

%、 潰瘍 及 ピ 有 痩 性 ノモ ノ"ハ 肺 結 核29.6%

ノ合 併 ラ來 セ リ。 即 チ.頭 腺 腫 ノ悪 化 セル モ ノ

昌 ハ 肺精 核 合併 多 カ リキ。

卜三、 頸 腺 結 核 ノ 「レ」線 治 成 績 へ 全 治27.4%

軽 快52。3%、 不 愛20。3%aシ テb男 子 ニ ノ・77.

9%、 女 子=ハ80.9%ノ 奏 妓 率(全 治 及 ピ軽 快 セ

ル モ ノ)ラ 暴 ゲ、1人 放 射李 均 同欺 男 子6.5回b

女 子8.9同 トナ レ リ。 即 チb女 子 ハ 男 子 ヨ リ良

ク治 療 昌努 メ タ リ。

年 齢 別 ニ ヨル奏i敏享 ハ10歳 未 満 ガ 最 高 李 昌 シ

テ82.7%ラ 示 シ、 加 齢 ト共=不 成 績Fナ リ21

--30歳77 .7%ノ 不 良 トナ レル モb31--40歳 昌

於 テ再 ピ治 癒 奏 敷 享 高 ク82.1%ラ 示 シ、41歳

以 上 二於 テハ78.9%ト ナ レ リ。 即 気 全 結 核a

侵 サ レ易 キ年 齢 期 ノモ ノホ ド数 果 不 良 トナ ル テ

知 レ リ。

雨 側 罹 患 奏 敷 李81.O%、 扁 側 罹 患 ハ、右 側78.0

%b左 側78.2%ニ シテ略1同 李 トナ レ リ。

所 在位 置 別 ニ ヨル治 療 奏 敷 ハ、 側 頸 部83.2%.

顎 下部77.0%、 耳 下部72.7%.鎮 骨 上窩 部71.4

%ノ 順 位 トナ レ リ、 印 チ、 男 女 共 二側頸 部 、顎

下部 ノモ ノハ治 癒 シ易 キモ、 鎖 骨 上窩 部(男 子

二)、 耳 下 部(女 子 二)ハ 比 較 的 不 良 ナ リ。

腺 腫 ノ性 質 上 ヨ リ、 奏 赦李 ラ見 ル ニ、 軍 掲 ノモ

ノ84.7%、 散 在 ノモ ノ83.3%、 籏 生 ノ モ ノ

66.6%ノ 順 位 トナ リ、 軍 猫 、散 在 セ ル モ ノ ニ比

.シ テ籏 生 ノモ ノハ不 良 ナ ル テ示 シ、 又 、 増 殖 性

81・O%、 乾 酪 乃 至 化 膿 性74.1%、 漬 瘍 及 ピ有

痩 性70.9%ノ 治 敷 成績 ラ納 メ タ リ。 更 二、治 癒

奏 敷 ノ放 射 同 数 ハb増 殖 性 ニ テ ハ李 均8.6同b

乾 酪 乃 至 化 膿 性 ニ テ ハ卒 均11.2同 、潰 瘍 及 ピ有

痩 性 ニ テ ハ卒 均13.9同 ナ リキ。

頸 腺 結 核 患 者 ノ他 結 核 性 既 往 症 及 ピ現 症 併 有 者

ノ治 療 成 績 ラ見 ル ニ、 結 核 性 銑 往 症 テ有 ス ル モ

ノ ・奏 敷 李75.1%、 有 セザ ル モ ハ 奏 敷 李81.1

%ナ リ、 而 シテ又 、 結 核 性 合 併 症 有 ル モ ノ ・奏

数 率694%b然 ラザ ル モ ノ ・奏 敷 李 ハ78.8%

トナ レ リ、即 チ、 本 症 以外 ノ結 核 性疾 患有 無 ハ

本治 癒 ≒多大 ノ關 係 アル モ ノニ シテ 、殊 二、過
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考二結核性疾患 ラ罹患 セシモノヨリ、現在合併
セルモノ・本症治療成績ガー層奏敷不良ナルラ

示 セリ。

摘筆二常 リ恩師藤浪教授 ノ御懇切 ナル御指導御

鞭健並二御校閲ラ謹 ミテ感謝 ス。
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腺 結 核 ノ「レ」療 法.日 本 外科 學 會雑 誌.第 一 三卷.

第 一號 ・明 治 四 五 年-外 科 的 結 核 病 ノ 「レ」療 法.

陸 軍 々醫 團雑 誌.第 四 九 號 附録.大 正 三 年.一 外

科 二於 ケ ル 「レ」線.日 本 外 科 學 會 雑 誌.第 一 六卷.

大 正 四 年.10)服 部淸 一,淋 巴腺 結 核 ノ「レ」療

法.日 本 外科學會雑誌.第 一五卷.第 一號.大 正三

年.一 淋巴腺結核 ノ統計 的觀察.醫 學 中央雑誌

第一二卷.大 正三年.11)林 信雄,淋 巴腺腫 二

對スル「レ」療法効果 ノ統 計的觀 察.結 核.第 三卷.

第 九號.大 正一 四年.12)原 邦朗,結 核性疾 患

ノ「レ」線療法.昭 和八 年.13)林 昌隆,我 教室

二於 ケル結 核性頸部淋 巴腺炎 ノ「レ」線療法.第 三

五囘 九州醫學 會 々誌.二 〇七.昭 和七年.-日 本

放 射線醫 學 會雑誌.第 一卷.第 一號.昭 和八年.

14)飯 森益 太朗,「レ 」療 法 ノ腺結核 二對 スル効

果 二就 テ.日 本外科學 會雑誌.第 一七卷.第 一號.

大正五年.15)池 田三千畝,頸 部淋 巴腺結核 ノ
「レ」線治療成 績.醫 事新聞.第 一一二三號.大 正一

二年.一 頸部淋 巴腺結 核患者 ノ年齢 二就 テ.東 京

醫事新誌.第 二三五三號.大 正一三年.16)今福

正喜,頸 腺結核 ノ療法.醫 學 中央雑 誌.第 一五卷.

第二五入號.大 正六年.17)磯 部喜右衛門,頸

部結核性淋 巴腺炎.診斷 ト治療.第 一四卷.第 一號.

昭和二年.18)板 津 三良,脊 椎 「カ リエス」二關

スル ー考察.結 核.第八卷.第 一〇號.昭 和五 年.

19)金 森義雄,頸 腺結 核 ノ「レ」線療 法 二就 テ.治

療及處 方.第 三〇耽.大 正 一一年.20)金澤 信太

朗,悪 性腫癆 及淋 巴腺結 核 ノ 「レ」線深部治療成

績ニ就 テ.海 軍 々醫會雑誌.一 七卷.六 號.昭 和四

年.21)神 立金作,頸 腺結核 ノ「レ」線治療成績

日本 レン トゲン學會雑誌.第 七卷.第 一號.昭 和四

年.22)紳 部泰英,藤 野守次,虚 弱兒 童 二關 ス

ル觀 察.日 本放射線醫 學會雑誌.第 二卷.第 四號.

昭和九年.23)勝 矢信 一,本 邦結核死亡統計.

診斷 ト治療.臨 時増刊一〇編.昭 和八 年.24)川

瀬潔,結 核性頸腺炎X光線 療 法.日 本外科學會雑

誌.第 二三囘.第 一〇號.大 正一二年.-外 科的

結核性疾 患 ノX線 療法.治 療新報.第 二四卷.二 二

號大正一 四年.25)Kenbodk,DieRadiotherapie

der  tuberkullisen Lymphome. Arch. f. physik Med. 

u.  med. Technik. Bd. V u.  Riintgentaschenbuch

Bd・III1911.26)河 内山政 一,頸 部淋 巴腺腫

二對 スル「レ」治驗.醫 理學療法雑誌.第 一巻.第 七

號.大 正三年.27)三 輪徳 寛,三 輪外科叢書.

第一編.-頸 部淋巴腺結核診斷 及ビ 療法.近 世醫

學.第 七卷.一 二號.大正九年.一 外科 的結核 ノ療

法.東 京醫 事新誌.二 二六〇號.大 正一一年.28)

三矢辰雄,結 核性疾患 二對 スル 「レ」深部治療 ノ

治驗.愛 知醫 學會雑誌.第 三 一卷.第 一號.大 正一

三年.第 三三卷.第 二臨 夫 正一五年.-淋 巴腺

結核 ノ深 部治療.治 療新報.二 五卷.一 一號.大 正
一五年.29)宮 原立 太朗,痩 痙 トX光線 療法.

大 日本 私 立衛 生會雑誌.第 四〇八號.大 正六年.

30)丸 山震五朗,結 核性淋 巴腺腫 ノ 「レ」線輻射

療 法.日 本外科學會雑誌.一 四卷.大 正二年.31)

茂 木藏之助,茂 木外科總 論.各 論.-肺 結核 ト

外科 的疾 患.診斷 ト治療.臨 時培刊結核殊 二肺結核

昭和八 年.32)前 田和三朗,脊 椎 「カ リエス」ト

肺結核.診斷 ト治療.臨 時培刊.結 核殊 二肺結 核.

昭和八 年.33)A.Most,ChirurgiederLym.

 phgefiBe  and der  Lymphdriisen. Neue Deutsche

ChirurgieBd.24.1917.34)中 島薫代,結 核

性淋巴腺腫 ノX光 線療法.治 療新報.第 一七卷.大

正七年.35)中 村徳吉,淋 巴腺結核及 ビ他 ノニ

三結核症 ノX線 療法.日 本外科學會雑誌.一 五卷.
一號.大 正五年.37)内 務省結核死亡統計,昭

和二年乃 至昭和七 年度.38)野 瀬善三耶,本 邦

結 核死亡 ノ統 計的研 究.長 崎醫學會雑誌.第 三卷.

第 四號.大 正一四年.37)佐 藤進,頸 部結核性

淋 巴腺腫 二就 テ.日 本外科學 會雑誌.第 五巻.明 治

三六年.38)佐 藤銀 一,淋 巴腺結核 ノ「レ」療法
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(統計的觀 察).日 本外科學曾雑誌.第 二〇巻.大 正

八年.40)志 賀達雄,結 核性頭部淋 巴腺 炎.四 五

〇例 二對 スル深 部治療効果.日 本醫 科 大學雑誌.四

巻.一 二胱.昭 和八年.41)荘 鳳四朗,結 核性

淋 巴 腺 腫 ノ 「レ」療 法.實驗醫 報.第 一五巻.一 七 六號

.昭和 四年.42)Schinz-,Bansch-,Friedl,

LghrbuchderRontgendiagniostik1932.43)

竹 内節,頸 部 淋 巴 腺 肥脹 ト加症状.治 療 及處 方.

第 一一巻.第 二冊.昭和 五年.44)高橋 明,泌

尿器結核.診斷 ト治療.臨 時増刊.結 核 殊 二肺結 核

昭和八 年.45)鶴 田朝次朗,紹 核性頸部淋 巴

腺炎.日 本外科學會雑誌.五巻.明治 三 六年.46)

宮田和三朗,山 崎温,淋 巴腺結 核 ト胸 廓内 所 見

トノ關係ニ就 テ.千 葉醫 學會雑臨 第三卷.第 五號.

大正一四年.47)鳥居 理,「レ」 學 上ヨ り見タル

頸腺納核 ト氣管枝腺紹核.十 金會雑誌.第 二 九卷.

第 一〇號.大 正 一三年.48)臼 井泰蔵,平 野〓,

結 核性頸腺灸 ノ続計的觀察,結 核.第 一三卷,第 一

胱.昭和 一〇年.49)渡 邉虎太,淋 巴腺結核 ノ

統計的觀察.日 本外科 學會雑誌.第 一七卷.第 一號.

大正五年.50)J.Wetterer,DieStralilenbe

handlung der  Tuberkulose.  (Tuberkulose  Lym-

phom)St. Therapie. XI, 1920.




